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t主

じ

め

四
三
九
年
、
北
貌
の
太
武
一
帝
(
世
租
)
は
北
涼
を
卒
定
し
華
北
を
統
一
し
た
。

る
。
し
か
し
こ
の
北
涼
の
除
喬
・
温
渠
無
誇
は
、

五
胡
十
六
園
時
代
は
こ
の
年
女
を
以
て
終
鷲
と
す

弟
・
温
渠
安
周
(
以
下
、
無
詳
、

安
周
と
略
稽
)
と
共
に
西
一に
逃
れ
て
流
沙
を
越
え
、

通
常
、

四
四

年
九
月
、
蓄
北
涼
高
昌
郡
の
地
(
吐
魯
番
地
域
。
こ
の
地
を
以
下
高
昌
と
呼
稽
)
に
援
つ
て
な
お
も
王
を
抽
抗
し
て
園
を
保
っ
た
。

六
四

O
年
、
唐
の

太
宗
の
大
軍
が

こ
の
地
に
達
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
二

0
0年
間
、
中
央
ア
ジ
ア
に
濁
立
を
保
持
し
た
高
畠
閣
の
起
源
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
政
権
に
つ
い
て
は
文
献
資
料
の
語
る
と
こ
ろ
は
徐
り
に
少
な

く
、
か
つ
て
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
五
九
年
以
降
十
三
衣
に
亙
っ
て
繕
悩
相
さ
れ
た
吐
魯
番
古
墳
群
の
護
掘

小
政
権
が
自
立
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
無
諒
が
高
昌
の
地
に
王
園
を
樹
立
す
る
ま
で
の
数
年
間
、
即
ち
北
涼
吉
岡
昌
郡
と
こ
の
高
昌
王
園
と
の
わ
ず
か
な
開
隙
に
、

(

1

)

 

史
書
堅
一
=
口
う
闘
爽
の
政
権
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
つ
の



(
2
)
 

は
、
こ
う
し
た
現
状
に
も
改
饗
を
逼
る
も
の
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
近
年
に
お
け
る
吐
魯
番
出
土
文
書
研
究
の
進
展
は
、
こ
の
闘
爽
の
時
代
に

(

3

)

 

一
該
嘗
す
る
文
書
群
、
卸
ち
論
題
に
言
う
縁
禾
・
建
卒
雨
紀
年
文
書
の
検
出
を
可
能
と
す
る
段
階
に
ま
で
達
し
た
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
成
果
を

継
承
し
て
、
郡
と
王
圏
の
狭
間
の
小
政
権
で
慮
理
さ
れ
た
文
書
を
検
討
し
つ
つ
、
幾
許
か
で
も
闘
爽
政
権
の
貫
像
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
、
そ

(
4〉

の
模
索
の
過
程
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

闘
爽
政
権
の
成
立
と
北
涼
・
縁
禾
紀
年
の
纏
承
|
|
縁
禾
五
・
六
年
文
書
の
検
討
|
|

文
献
に
は
全
く
記
載
が
な
い
が
、
縁
禾
は
北
涼
の
用
い
た
紀
年
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
北
涼
自
建
の
紀
年
で
は
な
く
、
北
涼
の
王
が
加
封

(
5〉

を
蒙

っ
て
い
た
北
貌
太
武
帝
の
紀
年
、
即
ち
延
和
を
改
訂
(
同
音
異
字
)
の
う
え
奉
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
解
が
ほ
ぼ
動
か

(
6
)
 

し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
吐
魯
番
出
土
縁
禾
紀
年
文
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
吐
魯
番
出
土
文

書
に
北
涼
の
縁
禾
紀
年
が
見
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
地
が
北
涼
高
昌
郡
と
し
て
そ
の
統
治
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
こ
で
吐
魯
番
出
土

文
書
を
中
心
に
現
時
黙
で
知
り
う
る
縁
禾
紀
年
資
料
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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十
「
際
三
年
安
甲
戊
九
月
五
日
、
於
田

一

一
地
域
ヒ
劉
居
澗

E
e〔
経
〕
」
(
敦

一

，↓A
司

煙
出
土
・
玄
N
N
8〉

一
上
旬
、
清
信
士
自
惟
:
:
:
」
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月 月
六
月



間
四
恥

一

一

一

二太 |元太
卒 | 卒
員 | 員

年君 |年君

(

江

〉

右
表
に
よ
れ
ば
、
高
昌
で
最
-
初
に
用
い
ら
れ
た
確
読
の
あ
る
縁
禾
紀
年
は
、
北
涼
の
義
和
三
年
に
緩
く
縁
禾
三
年

〈
B
〉
で
あ
る
。
縁
禾
三

年
(
四
三
四
)
は
北
涼
二
代
王
・
牧
鍵
が
即
位
(
四
一
一
一
一
一
一
〉
し
て
二
年
目
に
嘗
る
。

こ
の
紀
年
は
北
涼
の
河
西
地
域
で
用
い
ら
れ
た
誼
左
が
存
在

す
る
〈
A
〉
こ
と
か
ら
、

四
三
四
年
嘗
時
、
高
畠
が
河
西
地
匡
と
同
様
に
牧
健
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
み
て
ほ
ぼ
誤
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
四
三

- 79ー

六
年
に
至
る
と
河
西
と
高
昌
雨
地
域
で
は
、
使
用
さ
れ
る
紀
年
が
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
く
る
。
即
ち
前
者
で
は
縁
禾
に
代
っ
て
太
縁
が
奉
用
さ
れ

て
く
る

〈
D
・
F
V
の
に
封
し
、
後
者
で
は
引
績
き
縁
禾
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
に
言
う
太
縁
紀
年
も
、
縁
禾
と
同
様
に
北
貌
の
太

(

m

M

)

(

刊

日

)

延
を
北
涼
が
改
訂
の
う
え
奉
用
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
事
貨
に
留
意
し
、
四
三
六
年
時
黙
で
は
、
太
縁
へ
の
改
元
が
ま

(

M

)

 

だ
高
畠
に
は
停
わ
ら
な
か
っ
た
と
、
か
つ
て
〈
一
九
八
一
年
〉
推
察
し
た
。
し
か
し
一
九
八
三
年
に
至
っ
て
、
縁
禾
五
・
六
・
十
年
文
書

〈
C
-

(

日

)

(

日

)

J
-
K
・
L
〉
が
新
た
に
公
開
さ
れ
る
に
及
び
、
町
田
隆
吉
氏
は
こ
れ
ら
に
依
接
し
て
私
見
の
成
立
ち
難
い
こ
と
を
示
敬
さ
れ
た
。
そ
こ
で
氏

の
示
教
を
受
け
、
吉
岡
昌
に
お
け
る
縁
禾
紀
年
と
そ
れ
を
奉
用
し
た
政
権
に
つ
い
て
再
考
を
試
み
る
。

公
開
さ
れ
た
新
文
書
の
う
ち
縁
禾
五
年
文
書
は
、
再
考
に
嘗
っ
て
重
要
な
手
掛
り
を
含
ん
で
い
る
の
で
ま
ず
そ
れ
を
示
す
。

資
一
縁
禾
五
年
(
四
一
二
六
)
民
社
債
僻

〈
C
・
⑧

ω縁
禾
五
年
二
月
四
日
、
民
社
積
僻
、
憤

ω有
質
七
十
八
餅
、
白
馬
馬
頭
。
宋
相
明

文
管

〈
柳
〉
⑫、

二
四
頁
・芯

斗〉
Y
A
U

∞N
〉

79 



80 

ω有
賀
十
六
餅
在
摘
、

馬
著
身
即

ω自
乗
。
去
前
十
月
内
胡
賊
去
後
、

ω明
共
積
私
和
口
、

著
有
賀
、

口
身

(7) (6) 

口
口
取
馬
之
固

困
口

後

飲

ノ

う

ち

リ

テ

の

ち

「
去
前
十
月
内
胡
賦
去
後
」
帥
と
あ
る
文
言
を
文
書
が
作
成
さ
れ
た
前
年
、

(

ロ

)

年
(
四
三
五
)
十
月
、
胡
賊
〈
北
涼
・
泡
渠
氏
と
推
察
〉
が
高
畠
か
ら
後
退
し
た
後
と
解
轄
し
た
。
町
田
隆
士
口
氏
は
こ
の
見
解
を
積
極
的
に
捉
え
、

(

国

)

こ
れ
こ
そ
四
三
六
年
に
高
昌
で
縁
禾
五
年
、
河
西
で
太
縁
二
年
が
そ
れ
ぞ
れ
同
時
に
使
用
さ
れ
る
理
由
と
み
た
。
つ
ま
り
北
涼
の
縁
禾
か
ら
太

縁
へ
の
改
元
は
、
す
で
に
北
涼
勢
力
が
後
退
し
て
い
た
高
畠
で
は
無
縁
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
北
涼
後
退
の
後
、
従
前
か
ら
の
縁
禾
を

こ
の
文
書
を
最
初
に
紹
介
し
た
柳
洪
亮
氏
は
、

即
ち
縁
禾
四

『
親
書
』

・
『
梁
書
』
商
高
昌
俸
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
自
立
し
た
闘
爽
を
嘗
て
、
縁
禾
七
J
九
年
文
書
の
出

(

四

)

土
を
期
待
し
つ
つ
、
彼
が
縁
禾
十
年
〈
K
・
L
〉
に
至
る
ま
で
こ
の
紀
年
を
使
用
し
た
と
推
察
し
た
。

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
人
物
と
し
て
、

- 80ー

こ
の
町
田
氏
の
見
解
に
や
や
先
立
つ
果
震
氏
の
そ
れ
は
、
北
涼
で
太
縁
と
改
元
さ
れ
た
の
に
高
昌
で
は
な
お
も
縁
禾
を
使
用
し
た
の
は
、
嘗

(
初
)

時
の
河
西
と
高
昌
聞
の
通
交
に
支
障
が
あ
っ
た
た
め
と
し
、
そ
の
誼
左
の
一
つ
を
次
の
記
事
に
求
め
た
。

亀
葱
:
:
:
都
善
・
荒
巻
・
寧
師
・
粟
持
(
特
)
九
園
は
貌
に
入
貢
す
。

乃
ち
使
者
・
王
恩
生
等
二
十
輩
を
西
域
に
使
い
せ
し
む
。
恩

生
等
は
始
め
て
流
沙
を
渡
る
も
柔
然
の
執
え
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
:
:
:
覧
に
よ
く
西
域
に
達
せ
ず
。

(『
資
治
通
鑑
』
倉
一
一

一一一)

そ
し
て
北
貌
の
使
者
・
王
恩
生
〈
以
下
、
思
生
と
略
稽
)
が
柔
然
に
捕
捉
さ
れ
西
域
に
達
し
え
な
か
っ
た
年
次
を
同
書
の
翠
げ
る
四
三
五
年

(
北
貌
の
太
延
元
年
)
と
み
な
し
、

(

幻

)

え
た
。
し
た
が
っ
て
闘
爽
自
立
に
関
す
る
呉
読
は
、
柳
・
町
田
両
氏
と
年
次
を
等
し
く
す
る
も
の
の
資
一
を
そ
の
根
援
と
は
し
な
い
。

(

勾

〉

こ
の
柳
・
町
田
・
呉
三
読
の
後
、
縁
禾
紀
年
に
係
わ
っ
て
柳
洪
亮

・
開
尾
史
郎
雨
氏
に
よ
る
専
論
二
篇
が
出
た
。
柳
氏
は
前
述
の
恩
生
遣
使

一
つ
の
推
定
と
し
て
そ
の
時
貼
で
闘
爽
が
自
立
し
、
彼
が
縁
禾
を
紀
数
と
し
て
以
後
も
縫
績
使
用
し
た
と
考



(

幻

〉

〈

川

品

)

を
果
氏
の
言
う
太
延
元
年
で
は
な
く
、
唐
長
講
氏
の
言
う
太
延
三
年
(
四
三
七
〉
読
を
採
用
す
る
。
よ
っ
て
『
貌
書
』
巻
一

O
一
高
昌
俸
に
、

世
租
の
時
、
闘
爽
な
る
も
の
あ
り
て
、
自
ら
高
昌
太
守
と
な
る
。
太
延
中
、
散
騎
侍
郎
王
恩
生
等
を
高
昌
に
使
い
せ
し
む
も
、

嬬
嬬
(
柔

然
〉
の
執
え
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

と
あ
る
「
太
延
中
」
を
三
年
と
限
定
し
、

(お〉

後
関
係
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
四
三
五
年
十
月
北
涼
勢
力
が
後
退
し
た
と
す
る
前
掲
の
自
読
は
、
こ
の
時
間
的
経
緯
と
よ
く
整
合
す
る
と
し
、

(
m
m
)
 

闘
爽
の
自
立
を
四
三
五
年
十
月
以
降
(
な
お
氏
の
一
示
す
年
表
に
よ
れ
ば
同
年
末
ま
で
の
閲
〉
と
し
た
。

「
太
延
中
」
の
前
に
記
載
の
あ
る
闘
爽
の
自
立
は
、
太
延
三
年
よ
り
以
前
の
出
来
事
と
し
て
そ
の
前

開
尾
氏
は
呉
氏
と
同
と
く
恩
生
遣
使
の
失
敗
を
四
三
五
年
と
み
、
そ
の
時
黙
で
柔
然
が
敦
埋
・
伊
吾
を
経
由
す
る
北
涼
の
高
昌
郡
経
営
ル

1

(

幻

}
ト
を
遮
断
、
そ
の
た
め
孤
立
し
た
高
昌
の
地
に
闘
爽
が
自
立
、
そ
の
後
彼
は
縁
禾
を
繕
承
し
つ
つ
も
し
だ
い
に
北
涼
の
敵
劉
勢
力
へ
と
縛
化
も

(

柏

崎

)

た
と
整
理
を
試
み
た
。
な
お
氏
の
こ
の
見
解
は

J

資
一
の
「
胡
賊
」
を
北
涼
勢
力
に
比
定
し
て
、
閣
爽
自
立
年
次
の
根
擦
と
し
た
柳
・
町
田
雨

設
に
批
判
を
加
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
胡
と
は
少
数
民
族
一
般
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
、
な
に
よ
り
も
北
涼
の
元
競
と
考
え
ら
れ
て
い

(
m
U
〉

た
縁
禾
を
用
い
た
文
書
に
お
い
て
、
そ
の
主
権
者
に
射
し
て
『
胡
賊
』
と
い
っ
た
蔑
稽
を
用
い
る
の
は
矛
盾
」
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
要

'--81ー

な
批
判
貼
で
あ
る
。

四
氏
五
説
、
共
に
す
ぐ
れ
た
見
解
で
数
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
し
か
も
論
擦
の
相
違
を
越
え
て
、
闘
爽
政
権
の
樹
立
を
四
三
五
年
あ
た

り
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
推
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
年
次
が
安
嘗
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
よ
っ
て
蔑
さ
れ
た
検
討
課

題
は
、
責
一
の
「
胡
賊
」
を
め
ぐ
る
解
棒
、
及
び
恩
生
遣
使
の
失
敗
と
闇
爽
自
立
と
の
関
連
の
二
黙
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
胡
賊
」
の
語
を
含
む
資
一
は
、
そ
の
標
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
僻
の
書
式
を
呈
す
る
文
書
で
あ
る
。
僻
が

上
申
文
書
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、
吐
魯
番
出
土
文
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
祝
綿
斌
氏
の
次
の
定
義
は
看
過
す
べ
き
で
は
な

ま
ず
前
者
か
ら
取
り
上
げ
る
。

81 

ぃ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
僻
の
基
本
的
要
件
を
確
認
し
て
お
く
。

お
き
て

鮮
と
は
賞
事
者
が
法
を
犯
し
、
制
に
遣
い
あ
る
い
は
訴
訟
問
題
に
開
輿
し

4

す
で
に
官
府
の
呼
び
出
し
を
受
け
て
査
問
・
尋
問
に
赴
い
た
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時
、
官
府
が
本
人
に
命
じ
て
自
ら
具
申
さ
せ
た
か
、
も
し
く
は
同
官
府
が
山
人
を
波
遣
し
て
記
録
さ
せ
た
排
明
、
供
述
を
言
う
。
官
府
の

正
規
の
文
書
で
あ
る
か
ら
官
府
の
樹
に
牧
め
て
審
査
の
参
考
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
、
よ

っ
て
冒
頭
に
あ
っ
て
は
本
文
の
前
に
年
抗
・
年

Y
4ア

ス

末
尾
に
あ
っ
て
も
「
謹
僻
」
の
次
に
、
文
書

か
つ
嘗
事
者
の
身
分

・
職
業
等
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

初

)

が
関
係
官
吏
の
手
を
鰹
た
後
に
留
め
ら
れ
た
署
名
も
し
く
は
指
示
が
記
さ
れ
る
。

月
日
を
丁
寧
に
記
し
、

こ
の
よ
う
に
僻
が
官
府
に
保
管
の
上
審
査
を
受
け
る
正
規
の
文
書
で
あ
る
こ
と
は
、
首
然
と
は
い
え
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
鮮
が
た
と

え
民
間
人
の
具
申
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
文
言
は
官
府
の
認
承
で
き
る
そ
れ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
「
去

前
十
月
内
、

胡
賊
去

後
」
と
あ
る
紀
年
及
び
文
言
の
表
示
は
、

民
間
入
社
債
だ
け
で
な
く
官
府
も
認
承
可
能
な
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。
し

か
も
そ
の
紀
年
が
官
民
共
に
一
つ
の
目
安
と
な
し
う
る
ほ
ど
の
も
の
と
す
れ
ば
、
胡
賊
が
去
っ
た
こ
と
は
高
昌
に
お
け
る
重
要
な
事
件
で
あ

っ

た
に
相
違
な
い
。
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'

i

そ
れ
で
は
こ
の
、重
要
な
事
件
と
は
、
具
鐙
的
に
は
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
に
係
わ
っ
て
な
に
よ
り
も
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、
官

民
共
に
「
胡
賊
」
と
表
示
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
そ
の
事
貧
で
あ
ろ
う
。
特
に
こ
う
し
た
文
言
を
認
承
す
る
側
の
官
府
、
即
ち
高
昌
を
支
配

し
た
権
力
機
構
が
胡
に
賊
を
加
え
る
文
言
を
許
容
し
え
た
の
は
、
そ
の
機
構
が
胡
人
に
は
掌
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
灰
示
し
よ
う
。
そ

れ
は
次
の
文
書
に
よ

っ
て
よ
り
補
強
さ
れ
る
。

縁
禾
六
年
(
四
三
七
)
関
連
輿
僻

〈
J
べ
⑤

ω縁
禾
六
年
二
月
廿
目
、
闘
連
輿
僻
、
所
具
質

:ω馬、
ー前
取
給
虜
使
。
使
至
廊
除
、
馬
於
彼
不
還
。

ω僻
達
、
'
随
ロ
給
費
。
謹
僻
o

suτ 

資

文
管
〈
柳
〉
⑫
、
二
三
頁
・
叶
由
、
吋
〉
玄

ω
∞N
〉

門課」

(
汎

)

朱
雷
氏
は
柔
然
の
使
臣
と
み
た
。
資
一
(
縁
禾
五
年
〉
と
一
年
を
隔
で
ず
、

L
か
も

文
書
中
の
「
虜
使
込

ωを
柳
氏
は
少
数
民
族
の
使
者
、



同
種
の
公
式
文
書
・
僻
の
文
言
中
に
、
先
述
の
「
胡
」
と
類
し
て
、
漢
入
が
異
民
族
を
指
し
て
言
う
「
虜
」
の
語
が
、
こ
こ
で
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
胡
賊
」
と
「
虜
使
」
の
文
言
が
共
に
許
容
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
縁
禾
五
・
六
年
時
の
高
昌
の
官
府
が
胡
や
虜
で
は
な

よ
っ
て
資
一
・
二
を
閤
爽
政
権
下
の

く
漢
人
(
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
一
意
識
す
る
)
の
政
権
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

M

M
〉

(

お

)

文
書
と
み
る
諸
氏
の
見
解
は
、
涼
州
人
・
闘
爽
が
漢
人
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
黙
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
る
。

虜・ fの
(必
喧要
買が
鼻あ
完ラ
五三

と
表
刀て

し

さ
て
そ
れ
で
は
漢
人
闘
爽
の
政
権
下
に
胡
と
虜
に
分
別
さ
れ
た
異
民
族
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
績
い
て
検
討

漢
人
の
一
意
識
が
特
に
色
濃
い
南
朝
の
正
史
、

た
と
え
ば
『
宋
書
』
に
あ
っ
て
は
丙
丙
(
柔
然
)
を
索
虜
俸
に
含
め
て
丙
丙

『
南
斉
書
』

に
あ
っ
て
も
丙
丙
虜
俸
と
し
て
蔑
稽
と
し
て

「
虜
」
字
を
加
え
て
い
る
(
同
書
、
巻
五
九
)
。
こ

う
し
た
傾
向
は
、
敦
煙
を
基
盤
と
し
た
漢
人
政
権
・
西
涼
李
氏
に
も
伺
え
る
。

『
菅
書
』
巻
八
七
涼
武
昭
王
李
玄
盛
(
李
晶
画
)
俸
に
、

玄
盛
は
乃
ち
敦
埠
の
奮
塞
の
東
西
二
園
を
修
め
、

す。

以
て
北
虜
の
患
を
防
ぎ
、

敦
埋
の
奮
塞
の
西
南
二
圏
を
築
い
て
、

お
ロ
や

以
て
南
虜
を
威
か
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(
『
耳
目
室
田
』
巻
九
六
涼
武
昭
王
李
玄
感
后
デ
氏
惇
)

(

お

〉

(

叩

山

〉

と
語
っ
た
「
醜
虜
」
も
共
に
柔
然
を
指
す
語
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
の
虜
が
、
前
掲
の
「
索
虜
(
北
貌
)
」
・
「
南
虜
(
吐
谷
海
)
」
の
例
の

と
あ
る
「
北
虜
」
も
、

子
孫
は
流
漂
し
、
身
を
醜
虜
に
託
す
。

(

担

)

ま
た
西
涼
敗
亡
後
、
玄
盛
の
后
・
晋
ノ
氏
が
、
柔
然
の
保
護
下
に
伊
吾
に
あ
っ
た
除
境
問
を
指
し
て
、

ご
と
く
す
べ
て
柔
然
を
指
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
高
昌
の
漢
人
関
爽
の
政
権
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
置
か
れ
た
地
理
的
・
歴
史
的
吠
況
か

ら
推
し
て
資
二
の
「
虜
」
が
、
例
示
し
た
虜
と
同
じ
く
柔
然
を
指
す
と
考
定
し
て
大
過
は
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
「
虜
使
」
を
柔
然
の
使
臣
と
み

た
朱
氏
の
見
解
は
支
持
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
闘
爽
政
権
下
の
虜
を
柔
然
と
み
れ
ば
、
同
政
権
下
に
虜
と
分
別
さ
れ
た
胡
は
嘗
然
そ
れ
以
外
の
異
民
族
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

(
幻
)

ぅ
。
嘗
代
に
お
け
る
胡
は
極
め
で
多
様
な
民
族
を
含
め
る
語
で
は
あ
る
が
、
柔
然
を
除
い
た
今
、
高
昌
史
に
直
接
閲
奥
し
、
同
地
の
紀
年
表
示
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と
な
り
う
る
ほ
ど
の
事
件
に
登
場
す
る
胡
は
、
大
き
く
限
定
さ
れ
る
。
じ
た
が
っ
て
闘
爽
が
交
替
し
た
「
胡
」
を
北
涼
車
水
胡
温
渠
氏
と
み
た
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柳
・
町
田
南
氏
見
解
は
、
歴
史
的
情
況
か
ら
は
肯
首
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
先
述
の
閥
尾
氏
の
批
判
を
か
わ
す
に
は
、
車
水
胡
が
嘗
代

に
あ
っ
て
胡
と
他
帯
さ
れ
た
誼
左
を
な
お
提
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
宋
書』

巻
九
八
丘
胡
俸
に
北
涼
の
大
且
渠
蒙
遜
俸
を
奉
げ
、
か
つ
同
書
巻
頭
目
録
に
「
胡
大
且
渠
蒙
遜
」
と
表
示
し
て
い
る
こ
と
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。
「
大
」
を
冠
し
「
温
」
で
は
な
く
「
且
」
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
北
涼
温
渠
氏
の
自
稽
を
隼
重
し
た
も
の
で

(

叩
山

)

(

ぬ

)

あ
ろ
う。

こ
れ
に
照
せ
ば
「
胡
大
且
渠
」
の
胡
も
、
彼
等
が
自
稽
と
し
て
胡
を
稽
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
他
稽
と
の
推
察
も
可
能
と
な
ろ
う。

こ
の
よ
う
な
自
他
稽
の
用
例
か
ら
胡
を
理
解
す
れ
ば
、
資
一
に
言
う
「
胡
賊
の
去
っ
た
」
こ
と
は
北
涼
・
庫
水
胡
が
高
昌
か
ら
後
退
し
た
こ

と
を
一
意
味
し
、
そ
う
考
え
て
こ
そ
同
地
に
お
け
る
重
要
な
事
件
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。
よ
っ
て
四
三
五
年
十
月
の
闘
爽
の
自
立

の
誼
左
と
し
て
、
資
一
曹
を
拳
げ
る
こ
と
を
筆
者
も
避
け
な
い
。
な
お
高
昌
の
官
民
が
、
胡
に
賊
を
加
え
る
表
現
を
と
っ
た
の
は
、

漢
人
闇
爽
が

在
地
漢
人
勢
力
の
支
配
権
を
掌
握
し
た
際
、
か
つ
て
彼
等
の
上
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
北
涼
勢
力
を
、
外
部
よ
り
侵
入
し
た
賊
と
認
識
し
た
か
ら
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で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
貼
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
。

さ
て
次
に
残
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
課
題
、
恩
生
遣
使
の
失
敗
と
闘
爽
の
自
立
と
の
関
連
を
検
討
す
る
。
闘
爽
の
自
立
年
次
と
推
定
し
た
四
三

(

幻

〉

(

叩

山

〉

五
年
は
、
英
・
閥
尾
雨
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
恩
生
が
柔
然
に
捕
捉
さ
れ
西
域
に
達
し
え
な
か
っ
た
年
次
と
一
致
す
る
。
柳
氏
と
異
っ
て
恩
生

遺
使
の
失
敗
を
同
様
に
同
年
と
推
察
す
る
(
そ
の
理
由
は
、
後
述
〉
筆
者
は
、

こ
の
両
年
次
の
一
致
は
重
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
四
三
五
年
前
後

の
北
競
・
柔
然
南
園
閥
係
を
整
理
し
て
こ
の
問
題
を
考
検
し
て
み
よ
う
。

四
三
五
年
時
黙
の
柔
然
の
可
汗
は
数
連
可
汗
・
果
提
で
あ
り
、

彼
は
四
二
九
年
に
大
檀
を
縫
承
し
た
人
物
で
あ
る
。

大
檀
の
時
代
(
四
一
四

(

紛

)

四
一
四
・
二
ハ
・
二
三
・
二
四
・
二
七
・
二
八
年
と
北
貌
に
侵
入
し
た
。

(

ω

)

 

こ
れ
に
射
し
て
北
貌
も
四
一
四
・
一
五
・
一
八
・
二
四
・
二
五
・
二
七
・
ニ
九
年
と
柔
然
を
討
っ
た
。
と
こ
ろ
が
四
二
九
年
、
呉
提
が
即
位
す

る
と
柔
然
の
劃
北
貌
外
交
は
一
一
時
し
、
四
一
一
一
一
年
北
貌
に
朝
貢
使
を
波
遣
し
て
以
降
、
友
好
関
係
の
保
持
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
。
四
三
四
年

(ω) 

に
は
北
視
は
西
海
公
主
を
臭
提
に
降
嫁
さ
せ
、
臭
提
の
妹
も
北
貌
に
入
嫁
し
て
左
昭
儀
に
奔
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
十
月
に
も
呉
提
は
遁

ー
二
九
)
は
柔
然
の
極
盛
期
で
、

北
燕
と
結
ん
で
北
貌
と
封
立
し
、



使
し
、
今
問
題
と
す
る
四
三
五
年
二
月
に
は
、

(

H

U

)

(

川

叫

)

お
そ
ら
く
は
そ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
鷲
香
・
車
師
と
共
に
朝
貢
し
て
い
る
。

(

必

)

つ
と
に
留
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
鷲
番
・
車
師
雨
園
の
朝
貢
は
、
北
貌
に
と
っ
て
始
め
て
の
西
域
か
ら
の
遣
使
で
あ
っ
た
。
思
生
汲
遣

は
こ
れ
に
呼
臆
す
る
北
貌
最
初
の
封
西
域
遣
使
で
あ
り
、
こ
れ
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
説
書
』
巻
四
上
世
組
紀
の
、

(
太
延
元
年
)
夏
五
月
庚
申
:
:
:
使
者
二
十
輩
を
西
域
に
使
せ
し
む
。

(

必

〉

と
あ
る
記
載
が
こ
れ
に
嘗
る
。

よ
っ
て
恩
生
出
護
年
次
は

大
延
元
年
(
四
三
五
)
五
月
と
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
親
書
』
巻
一

O
二
車
師
停

語、

車
師
圏
、

一
名
は
前
部
。
:
:
:
世
粗
の
初
め
、
始
め
て
遺
使
朝
献
す
。
行
人
王
恩
生
・
許
綱
等
に
詔
し
て
出
使
せ
し
む
。
恩
生
等
始
め
て

流
沙
を
度
り
、
嬬
儒
(
柔
然
〉
の
執
え
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

こ
と
は
動
か
な
い
。
よ
っ
て
彼
が
柔
然
に
捕
捉
さ
れ
た
の
は
、

(
H
H
)
 

ま
た
同
書
高
昌
俸
も
高
昌
に
劃
す
る
彼
の
遣
使
を
明
示
す
る
こ
と
か
ち
、
恩
生
が
「
流
沙
」
を
度
っ
て
高
昌
に
向
っ
た

〈

必

)

四
三
五
年
五
月
以
降
の
高
昌
附
近
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

- 85-

と
恩
生
遣
使
を
俸
え
、

と
こ
ろ
で
北
貌
最
初
の
劉
西
域
使
節
の
長
・
恩
生
を
「
流
沙
」
を
越
え
る
所
ま
で
導
い
た
の
は
、
『
説
書
』
巻
一

O
二
西
域
俸
の
序
語
に
、

初
め
、
世
租
は
使
を
西
域
に
遣
わ
す
毎
に
、
常
に
河
西
王
温
渠
牧
鍵
に
詔
し
て
護
迭
せ
し
む
。
姑
臓
に
至
ら
ば
、
牧
健
は
恒
に
使
を
設
し

て
路
を
導
び
き
て
流
沙
に
出
だ
す
。

(

必

)

と
あ
る
こ
と
か
ら
北
涼
の
王
・
牧
髄
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
彼
は
す
で
に
四
三
三
年
、

一世
粗
か
ら
河
西
王
に
封
じ
ら
れ
て
お
り
、
先
に
鯛

れ
た
ご
と
く
延
和
(
縁
禾
)
の
紀
年
も
奉
用
し
て
い
た
。
こ
の
強
い
北
貌
と
の
関
係
に
序
語
の
「
毎
・
常
・
恒
」
の
語
を
以
て
す
る
強
調
の
度

合
、
及
び
牧
髄
が
北
親
西
域
使
節
を
導
出
し
た
「
流
沙
」
と
恩
生
が
捕
え
ら
れ
た
「
流
沙
」

(
前
一
潟
、
車
師
停
〉
と
の
一
致
を
加
え
て
判
断
す
れ

ば
、
恩
生
は
牧
髄
に
よ
っ
て
導
び
か
れ
た
と
み
て
大
過
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。
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一
方
柔
然
に
と
っ
て
、
北
貌
が
西
域
遣
使
涯
遣
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
看
過
し
難
い
外
交
上
の
問
題
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
北
貌
の

封
西
域
遣
使
の
開
始
は
西
域
に
お
け
る
柔
然
の
擢
盆
に
抵
燭
す
る
だ
け
で
な
く
、
反
柔
然
勢
力
烏
孫
・
慌
般
と
北
貌
が
直
接
結
ぶ
危
険
性
を
も
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(

円

引

)

苧
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
四
三
五
年
、
思
生
を
捕
捉
し
た
柔
然
が
、

太
延
二
年
(
四
一
三
ハ
)
に
至
り
、
乃
ち
和
を
絶
ち
塞
を
犯
す
。

(
『
貌
書
』
巻
一
O
三
嬬
嬬
博
)

と
崎
嬬
俸
に
特
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
翌
年

一
縛
し
て
北
貌
へ
の
侵
入
を
開
始
し
た
の
も
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
。
北
説

・
柔
然

商
圏
は
四
=
二
年
以
降
和
卒
が
績
き
二
重
の
逼
婚
関
係
さ
え
成
立
し
て
い
た
が
、
柔
然
に
と
っ
て
北
貌
の
こ
の
行
震
は
、
こ
う
し
た
和
親
関
係

を
も
越
え
る
次
元
の
問
題
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
針
北
貌
関
係
の
清
算
を
決
定
し
た
柔
然
の
強
い
外
交
姿
勢
に
照
せ
ば
、
不
本
意
で
あ
っ

た

に
せ
よ
北
貌
に
興
し
て
恩
生
を
導
い
た
牧
粧
の
行
痛
は
、
不
問
と
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
と
は
想
定
し
難
い
。
た
と
え
四
三
二
年
以
降
柔
然
が

〈

必

)

北
涼
へ

の
侵
入
を
中
止
し
、
北
魂
の
側
か
ら
す
れ
ば
商
圏
が
「
北
は
叛
虜
(
柔
然
)
に
託
し
」
(
『貌
書』

巻
九
九
祖
渠
牧
健
博
)
、

「
嬬
嬬
(
柔
然
〉

の
呉
提
は
牧
鍵
と
連
和
す
」

(『貌
書
』
径
二
二
、
穆
崇
附
停
)
と
い
っ
た
友
好
関
係
に
あ
っ
た
に
せ
よ
。

筆
者
は
こ
の
柔
然
が
牧
髄
に
向
け
た
封
抗
こ
そ
、
資

一
の
記
す
事
件
、
即
ち
四
三
五
年
十
月
の
北
涼
勢
力
の
高
昌
郡
か
ら
の
後
退
と
深
く
閲

連
す
る
と
推
察
す
る
。

四
三
五
年
五
月
、

北
貌
を
渡
っ

た
恩
生
を
、
そ
の
後
柔
然
が
高
昌
附
近
で
捕
捉
に
成
功
し
た
そ
の
事
買
に
立
脚
す
る
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と
、
彼
が
牧
健
に
導
び
か
れ
て
同
地
に
近
ーづ
く
ま
で
に
は
、
柔
然
は
北
涼
吉
岡
昌
郡
に
介
入
し
て
、
す
で
に
恩
生
遣
使
に
た
い
す
る
封
慮
を
完
了

し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
と
す
れ
ば
高
昌
郡
の
北
涼
勢
力
は
、
こ
の
柔
然
の
座
力
の
中
で
同
年
十
月
に
至
っ
て
撤
退
を
除
儀
な
く
さ
れ
た
、

そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
資

一
に
言
う
「
胡
賊
去
」
の
去
る
の
表
現
も
、
北
涼
高
昌
郡
の
属
僚
が
績
く
闘
爽
政
権
に
そ
の
ま
ま
縫
承
さ
れ

(

必

)

た
と
み
る
町
田
氏
の
推
測
も
、
ま
た
そ
れ
に
燦

っ
て
闘
爽
の
自
立
が
北
涼
既
存
勢
力
と
の
激
し
い
葛
藤
の
末
に
達
成
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
す

(

印

)

る
閲
尾
氏
の
見
解
も
こ
の
撤
退
と
い
う
情
況
の
反
映
と
み
て
こ
そ
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
四
三
五
年
十
月
を
除
り
過
ぎ
ぬ

こ
ろ
に
、

五
月
に
出
裂
し
た
恩
生
が
高
昌
附
近
に
至
っ
た
と
す
れ
ば
、
柳
氏
の
ご
と
く
恩
生
遣
使
を
あ
え
て
四
三
七
年
に
ず
ら
さ
ず
と
も
、

闘

爽
自
立
(
同
年
十
月
)
後
恩
生
が
捕
捉
さ
れ
た
と
す
る

『
説
室
田
』
高
昌
博
と
の
整
合
性
は
、
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
二
つ

の
課
題
を
検
討
し
た
結
果
、

筆
者
も
闘
爽
の
自
立
を
四
三
五
年
(
縁
禾
四
年
〉
十
月
と
考
定
す
る
こ
と
は
、

現
時
黙
で
は
決
し
て

不
合
理
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
縁
禾
か
ら
太
縁
へ
の
改
元
が
高
昌
に
俸
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
同
地
で
縁
禾
紀
年
が
踏
襲
さ
れ
た
の
で
は



な
く
、

四
三
五
年
闇
爽
が
自
立
し
た
た
め
北
涼
の
太
縁
が
奉
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
か
つ
て
の
私
見
を
こ
こ
に
改
め
た
い
。

上
申
文
書
の
星
式
よ
り
み
た
閤
爽
政
権
の
政
睦
|
|
縁
禾
十
年
文
書
の
検
討
|
|

そ
れ
で
は
自
立
し
た
闘
爽
は
、
ど
の
よ
う
な
地
位
と
稽
競
を
以
て
高
畠
の
地
を
統
治
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
献
は
こ
れ
を
太
守
と
停

(

日

〉

(

臼

)

(

日

)

(

臼

)

え
る
も
の
が
多
い
も
の
の
王
一
城
主
・
主
と
す
る
も
の
も
あ
っ
て
一
致
を
み
な
い
。
そ
こ
で
次
掲
の
上
申
文
書
の
書
式
を
手
掛
り
に
こ
の
貼
を

考
察
じ
て
み
よ
う
。

資
三

縁
禾
十
年
(
四
四
一
)
功
曹
改
動
行
水
官
文
書
〈
K
・③

文
管
〈
柳
〉
⑫
、
二
四
頁
・
芯
、
吋
〉
玄

ω
∞N
〉

ω

j一園行
西
部
水
、
求
差
楊
口

ω川
け
い

U
今
還
改
動
、
被
敷
知
行
中
部

ω門
川

U
信
如
所
列
、
請
如
僻
差
校
曹
書

例
佐
瞬
達
代
達
行
西
部
水
、
以
掻
口
張
祇
養

ω
固
中
部
水
。
事
諾
約
敷
奉
行
。

弓

t

稽
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縁
禾
十
年
三
月
一
目
白

。。こ
れ
は
標
題
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
行
水
官
の
異
動
に
係
わ
る
上
申
文
書
で
、
縁
禾
十
年
の
紀
年
か
ら
閤
爽
政
権
下
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と

(
刊
叫
〉

推
察
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
文
書
に
言
及
し
た
町
田
氏
は
、
「
事
諾
約
レ
敷
奉
行
」
の
文
言
説
明
の
中
で
こ
の
行
水
官
の
異
動
は
「
す

(
M〉

で
に
太
守
の
承
認
を
へ
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
闘
爽
の
地
位
を
太
守
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
「
北
涼
時
代
の
官
文
書

(

日

〉

に
み
ら
れ
た
主
簿
以
下
の
郡
府
属
僚
の
署
名
は
み
え
ず
、
功
曹
史
の
署
名
の
み
で
あ
る
」
と
し
て
太
守
・
闘
爽
の
政
権
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た

功
曹
史
「
嘩
」

87 
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こ
の
文
書
が
、
同
じ
く
太
守
の
治
下
に
あ
っ
た
北
涼
高
昌
郡
官
文
書
と
星
式
の
異
な
る
こ
と
を
併
せ
て
指
摘
し
た
。
氏
が
こ
の
指
摘
の
言
外
に

何
を
暗
示
さ
れ
た
の
か
そ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
筆
者
に
は
閤
爽
を
太
守
と
み
る
推
定
と
共
に
貴
重
な
示
教
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
査
三

と
の
書
式
の
相
違
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
北
涼
高
昌
郡
時
代
の
上
申
文
書
の
中
か
ら
二
黙
を
選
ん
で
例
示
す
る
。

(

日

山

)

資
四
北
涼
員
興
七
年
(
四
二
五
)
兵
曹
差
直
歩
許
奴
文
書
〈
⑧
『
文
物
』

一
九
八
て
園
一
・
⑧

ω兵
曹
嫁
沼
慶
・
史
張
斉
白
、
内
直
参
軍
閥
溶
俸

ω敬
、
差
直
歩
一
人
至
京
。
請
奉
数
依
前
次

ω遣
許
奴
住
。
奴
滋
居
団
地
、
請
符
文
往
録
。
属
金

ω曹
給
馳
、
倉
曹
給
資
。
事
諾
奉
行
。

川

W
長
史

弓

t
仙
W
司
馬

文
管
〈
柳
〉
、
二

0
1
一
頁
・
叶
也
、
叶
〉
玄

ω
∞N
〉

校
曹
主
簿

「
飛
」
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「
製
品
」

員
輿
七
年
正
月
廿
目
白

主
簿

「
混
」

「
端
」

圏
直
史

「
口
」

後

歓
'--' 

北
涼
義
和
三
年
(
四
三
三
)
兵
曹
僚
知
治
瞳
撃
文
書
〈
『
文
書
』
て
一
二
四
J
五
頁
・
司
、
コ
ハ
豆
沼
〉

ω鴻
珍
臼
門
U
作
盤
門
川

U
埠

ωけ
い
い
川
け
い
い
一
治
円
ハ
ハ

ωけ
い
ハ
ハ
ハ
ハ
一
韓

h
lu
近
来
一
被

川内
川
一
一
川
ハ

U
謹
篠
知
治
瞳
口
口
右
、
事
諾

資
五



(7) (6) 

校
曹
園
口

義
和
三
年
門
川
川

主
簿

功
曹
史

(9) (8) ω(1o 

典
軍
主
簿

国
官

「口」
「識」

「悦」
「嘉」

「畠」E
と

ア

ヲ

バ

ジ

ヘ

巴

と

ア

ラ

バ

こ
の
二
黙
の
北
涼
高
昌
郡
の
上
申
文
書
は
、
「
事
諾
奉
行
」

ω・
「
事
諾
円

U
」

ωJ伺
の
指
示
文
言
の
後
に
校
曹
主
簿
の
署
位
を

記
し
、
さ
ら
に
年
月
日
と
「
白
」
似
の
文
言
、
主
簿
・
功
曹
史
・
典
軍
主
簿
・
五
官
の
郡
府
の
僚
属
の
署
位
を
附
加
す
る
書
式
を
呈
す
る
。
な

お
資
四
は
、
こ
れ
に
長
史
・
司
馬
の
軍
府
僚
属
の
署
位
が
文
書
上
段
に
加
わ
る
。
こ
れ
は
北
涼
の
高
畠
郡
太
守
が
都
督
を
粂
任
0
・
し
て
い
た
た

(

幻

)
め
、
上
申
が
そ
の
軍
府
に
閲
興
す
る
場
合
に
軍
府
僚
属
の
認
承
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
郡
府
文
書
と
の
比
較
を
す
る
今
は
考
慮

し
な
く
て
よ
い
。

さ
て
郡
府
に
お
い
て
太
守
の
批
准
を
求
め
る
上
申
文
書
は
、
唐
長
講
氏
指
摘
の
と
お
り
郡
府
僚
属
の
校
曹
主
簿
が
そ
の
審
査
と
俸
宣
を
司
つ

(

臼

)

(

回

〉

た
。
こ
の
職
掌
は
後
世
の
麹
氏
高
畠
園
の
門
下
の
官
・
門
下
校
郎
と
類
似
す
る
。
し
か
し
郡
府
に
あ
っ
て
は
、
上
申
年
月
日
の
左
方
筆
頭
に
見

(

臼

)

え
る
主
簿
こ
そ
も
と
よ
り
門
下
諸
佐
の
首
で
あ
り
、
そ
の
主
簿
が
俸
宣
を
司
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
文
献
に
そ
の
名
を
み
な
い
校
曹
主
簿

(

印

)

を
、
主
簿
よ
り
分
化
し
こ
れ
に
代
っ
た
新
し
い
郡
の
門
下
の
僚
腐
と
推
定
し
た
の
は
、
陳
仲
安
氏
で
あ
っ
た
。
軍
府
護
展
に
伴
う
郡
府
の
饗
容

と
捉
え
た
こ
の
見
解
は
、
説
得
的
で
従
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
申
内
容
を
審
査
の
う
え
「
事
諾
奉
行
」
と
指
示
し
た
の
は
、
門
下

(

臼

)

の
首
・
校
曹
主
簿
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
指
示
を
受
け
た
の
は
、
郡
府
の
諸
曹
を
統
轄
す
る
主
簿
・
功
曹
史
・
五
官
と
上
申
に

(

臼

)

直
接
閥
興
す
る
分
掌
の
最
高
責
任
者
(
資
五
に
あ
っ
て
は
典
軍
主
簿
、
資
四
は
飲
損
に
よ
り
不
明
で
あ
る
が
同
様
で
あ
ろ
う
)
で
あ
り
、
彼
等
は
共
に
署

位
の
う
え
記
述
の
年
月
日
に
上
申
し
、
太
守
の
裁
諾
を
仰
い
だ
の
で
あ
る
。
以
上
が
出
土
文
書
よ
り
知
ら
れ
る
北
涼
高
昌
郡
の
上
申
文
書
の
呈

89 
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式
で
あ
る
。

こ
の
星
式
を
今
問
題
と
す
る
賀
三
と
比
較
す
る
時
、

確
か
に
町
田
氏
指
摘
の
と
お
り

「
事
諾
約
レ
敷
奉
行
」
の
文
言
と
上
申
年
月
日
の
開

に
介
在
す
べ
き
校
曹
主
簿
の
署
位
が
な
く
、
出
土
文
書
の
一
該
嘗
部
分
に
依
損
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
簿
・
五
官
の
そ
れ
も
な
い
こ
と
に
気

づ
く
。
こ
れ
は
資
三
が
上
申
に
際
し
、
門
下
の
校
曹
主
簿
の
審
査
と
指
示
を
受
け
ず
か
っ
主
簿
・
五
官
も
闘
興
し
な
い
、
つ
ま
り
功
曹
史
が
車

従
前
の
高
畠
郡
の
郡
府
機
構

濁
で
直
接
闘
爽
に
上
申
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
上
申
に
お
け
る
雨
者
の
相
違
は
、

を
、
自
立
し
た
政
権
に
ふ
さ
わ
し
い
そ
れ
へ
と
闘
爽
が
改
編
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
事
諾
」
・
「
白
」
の
文
言
使
用
に
伺
え
る
ご
と
く
共
に
上
申
の
文
書
で
あ

確
か
に
闘
爽
時
代
の
資
三
も
北
涼
高
昌
郡
時
代
の
資
四
・
五
も

っ
た
。
し
か
し
前
者
が
行
水
官
の
異
動
と
い
う
人
事
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
の
に
劉
し
、
後
者
は
共
に
兵
曹
の
行
う
一
般
的
職
務
に
関
す
る
も

〈
山山
〉

(

臼

〉

(

白

山

)

の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
具
種
的
に
は
、
郡
太
守
の
数
(
命
令
文
書
)
を
受
け
直
歩
(
兵
士
の
身
分
の
一
つ
)
の
許
奴
を
京
(
北
涼
の
都
の
姑
娘
)
に
一
次

(
同
W

)

(

m

m

)

遣
す
る
に
首
つ
て
の
上
申
(
資
四
)
と
、
憧
(
北
涼
軍
隊
編
成
の
基
本
単
位
)
の
駐
屯
す
る
施
設
を
盤
(
土
埼
〉
で
修
築
す
る
た
め
の
人
配
の
上
申

(
資
五
)
を
指
す
。

人
事
異
動
に
闘
す
る
上
申
と
一
般
行
政
に
関
す
る
そ
れ
は

は
た
し
て
文
書
星
式
に
全
く
差
異
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
吐
魯
番
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か
。
こ
れ
は
閥
爽
政
権
の
文
書
と
郡
府
文
書
の
相
遣
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
、

出
土
文
書
の
中
に
も
う
一
臨
検
出
で
き
る
人
事
闘
係
の
文
書
を
示
し
て
み
よ
う
。

一

資
1¥ 

建
初
二
年
(
四
九
O
〉
功
曹
書
佐
左
謙
奏
震
以
散
翠
定
口
補
西
部
卒
水
事

〈『
文
書』

一、

一
七
九
頁
・
呂
、
『
穴
玄
∞
∞
〉

ω園
案
巌
蹄
忠
惇
口

ω令、
以
散
程
定
口
口
補
西
部
卒
水
。
請
奉

ω令
具
刺
板
題
授
。
奏
諾
紀
職
奉
行
。

ω

建
初
二
年
歳
在
庚
午
九
月
廿
三
日
功
曹
書
佐
左
謙
奏

i

(醐骨
0
・
)

例

揚

武

長

史

園

子



(6) 

功
曹
史

こ
の
建
初
二
年
文
書
の
年
代
比
定
は
、
諸
説
あ
う
て
蹄
一
を
み
て
い
な
い
。
し
か
し
大
別
す
れ
ば
、
建
初
を
西
涼
の
紀
年
と
し
て
四

O
六
年

(

同

山

)

と
み
る
設
と
、
建
一
初
を
高
昌
の
濁
自
の
紀
年
と
し
か
っ
干
支
の
庚
午
を
重
視
し
て
四
九

O
年
と
す
る
設
の
二
つ
に
分
か
た
れ
る
。
よ
っ
て
前
者

安

後
者
は
王
を
戴
く
よ
う
な
高
昌
の
濁
立
政
権
の
文
書
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

回

)

し
、
か
つ
て
そ
の
濁
立
政
権
を
張
氏
高
昌
園
に
比
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。

は
西
涼
高
昌
郡
の
郡
府
文
書
、

私
見
は
後
者
に
腐

(

初

〉

(

礼

)

さ
て
責
六
は
先
述
の
ご
と
く
人
事
闘
係
の
上
申
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
巌
蹄
忠
の
惇
宣
し
た
口
令
-
即
ち
『
散
の
翠
定
を
西
部
卒
水
巳

(

花

)

か

し

る

〔
全
て
の
官
届
討
を
〕
板
(
版
〉
に
刺
き
と
り
〔
授
者
の
氏
名
を
〕
題
し
て

口
口
補
せ
ノ
・
』
を
謹
し
ん
で
案
じ
ま
し
た
結
果
、

令
を
奉
じ
て
具
に

授
け
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
口
令
を
検
討
し
た
功
曹
が
、
功
曹
史
及
び
揚
武
〔
附
府
軍
〕
の
署
位
を
得
て
、

書
佐
か
ら
上
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
上
奏
す
る
功
曹
に
針
し
て
「
事
諾
紀
l
職
奉
行
」
と
指
示
を
輿
え
た
官
吏
の
署
位
は
、
文
書
に

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
同
様
な
指
示
を
輿
え
る
門
下
の
首
・
校
曹
主
簿
を
鰹
な
い
で
功
曹
史
が
行
水
官
の
異
動
を
直
接
闘
爽
に
上
申

し
た
責
三
と
、
文
書
呈
式
が
全
く
等
ーし
い
。
つ
ま
り
人
事
に
閲
す
る
上
申
二
文
書
の
呈
式
は
、
門
下
を
経
由
し
な
い
黙
で
一
致
す
る
。
し
た
が

っ
て
行
水
官
の
異
動
に
闘
す
る
上
申
文
書
|
資
一
一
一
と
一
般
行
政
に
闘
す
る
郡
府
上
申
文
書
〈
資
四
・
五
)
と
に
相
違
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

功
曹
所
属
の
功
曹

- 91-

闘

爽
が
郡
府
以
上
の
政
権
組
織
を
編
成
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
も
と
よ
り
人
事
と
一
般
行
政
の
上
申
呈
式
が
異
っ
て
い
た
、
そ
の
こ
と
に
基
づ
く

可
能
性
が
強
い
。

と
こ
ろ
で
資
三
・
四
・
五
の
時
代
は
、
中
園
史
に
あ
っ
て
は
南
北
朝
時
代
に
相
嘗
す
る
。
こ
の
時
代
の
中
園
王
朝
で
は
、
周
知
の
ご
と
く
人

(

刀

)

事
権
は
吏
部
向
室
田
に
委
ね
ら
れ
、
吏
部
尚
書
が
擬
官
し
て
皇
帝
に
上
奏
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
共
盤
的
経
緯
を
示
す
資
料
は
残
っ
て
い

な
い
が
、
幸
い
に
も
『
宋
書
』
巻
一
五
瞳
志
二
に
示
さ
れ
た
膿
注
に
よ
っ
て
人
事
に
閲
す
る
上
奏
星
式
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
示

州

向

)

す
。
た
だ
し
従
前
の
研
究
を
参
酌
し
て
句
誼
黙
を
附
し
て
改
行
し
、

〕
に
よ
っ
て
補
足
の
語
を

〆『、

)
に
よ
っ
て
参
考
と
す
べ
き
語
を

91 

加
え
る
。
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事2向
諾ァ書

号室
警ジ向
千子書
ー左

右
丞
某
甲

死
罪
死
罪

某
事
z:;:. 
z:;:. 

参
議ν

テ

以t
え

鴛T
シ宜シ
レタ

如タ
レ

是ノ

(

万

〉

〔
死
罪
死
罪
。
〕

〔
門
下
位
〕

某
年
月
日
。
某
曹
上
(
奏
)
。

〔
向
書
官
署
〕

ハ

ジ

テ

畠

ノ

畠

も

う

セ

ヲ

ピ

テ
n

J

畠

Z
Z
ノ

(

村

山

)

ノ

フ

ヲ

ハ

リ

テ

皐

右
陥
腕
儀
準
-
一
於
啓
事
一
年
月
〔
日
〕
右
方
、
関
ニ
門
下
位
↓
及
ニ
向
書
官
署
一
〔
如
ニ
常
儀
-
。
〕
其
言
ニ
選
事
一
者
、
依
レ
沓
不
レ
経
ニ
官
官
↓

(

作

)

こ
の
胞
犠
は
宋
の
文
一
帝
が
東
巡
す
る
に
際
し
、
元
嘉
二
六
年
(
四
四
九
)
、
有
司
が
上
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
書
式
は
、
皇

太
子
・
劉
勧
の
監
園
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、
皇
帝
に
劃
す
る
上
奏
呈
式
と
は
多
少
異
っ
て
い
る
。
皇
一
帝
に
劃
す
る
場
合
は
、

(

沌

)

語
は
(
)
で
示
し
た
よ
う
に
「
可
」

・
「
奏
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

リ

テ

エ

事
一
者
、
依
レ
奮
不
レ
程
一
一
官
官
ご
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
臆
儀
で
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
官
官
を
門
下
省
に
比
定
し
、

そ
の
注「γ 叩
~ L 

ー寸
-f，jト ー寸

套ノ上
白フ」

選の
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山
同
書
か
ら
直
接
皇
一
帝
に
上
奏
す
る
も
の
と
つ
と
に
(
一
九
六
四
年
)
推
察
し
て
い
た
の
は
、

事
の
場
合
に
は
〔
門
下
位
〕
は
記
入
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
人
事
に
係
わ
る
上
申
文
書
・
責
三

・
六
が
、

書
と
相
違
し
て
門
下
を
経
由
し
な
い
と
し
た
先
の
私
見
は
、
そ
の
政
権
の
レ
ベ
ル
(
郡
府

・
王
府
)
の
差
を
越
え
て
宋
の
勝
儀
と
一
致
す
る
こ

選
事
の
場
合
は
門
下
省
を
経
な
い
で

(

乃

)

大
庭
僑
氏
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
前
掲
臆
儀
は
、

選

一
般
行
政
の
上
申
文

と
に
な
る
。
そ
こ
で
直
接
上
申

・
上
奏
を
猪
首
し
た
功
曹
史
と
功
曹
書
佐
が
、
吏
部
向
書
の
ご
と
く
選
事
に
開
興
す
る
職
掌
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
そ
れ
を
さ
ら
に
補
強
し
て
お
き
た
い
。

(

加

〉

(

飢

〉

〈

位

)

功
商
国
史
は
郡

・
鯨
府
と
軍
府
に
、
功
曹
書
佐
は
州

・
郡
府
等
に
配
置
さ
れ
た
僚
属
で
あ
る
が
、
高
昌
郡
府
と
そ
れ
か
ら
瑳
展
し
た
高
畠
在
地

政
権
の
文
書
(
資
三
・
資
六
)
を
劃
象
と
す
る
今
は
、
郡
府
の
そ
れ
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
よ
か
ろ
う
。
功
曹
史
が
郡
府
の
諸
曹
を
統
轄
し
郡

政
を
組
理
す
る
職
掌
を
持
つ
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
そ
れ
は
、

み
な

郡
毎
に
太
守
一
人
を
置
く
。
:
:
:
皆
諸
曹
擦
史
を
置
く
。
本
注
に
日
く
、
諸
曹
は
ほ
ぼ
公
府
の
曹
の
ご
と
し
。
東
西
曹
な
く
功
曹
史
あ
り



て
、
選
を
主
り
功
労
を
署
る
。

(
『
価
額
漢
室
田
』
巻
二
八
百
官
志
五
)

(
『
宋
書
』
各
四
O
百
官
下
〉

(

白

山

)

と
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
務
総
・
巌
耕
笠
宮
南
氏
の
蒐
集
し
た
職
務
の
貫
例
を
併
せ
れ
ば
、
功
曹
史
が
郡
の
選
奉
と
僚
属
の
選
用
・
瓢
菟

郡
の
官
属
は
ほ
ぼ
公
府
の
ご
と
し
。
東
西
曹
な
く
功
曹
史
あ
り
て
選
摩
を
主
る
。

を
掌
握
し
、
郡
の
人
事
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

功
曹
室
田
佐
が
郡
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
が
功
曹
史
の
直
属
の
更
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
巌
氏
が
墨
田
書
』
巻
二
四
職
官
志
の

み
江

郡
は
皆
太
守
を
置
く
。
ま
た
主
簿
:
:
:
小
吏
、
五
官
嫁
、
功
曹
史
、
功
曹
室
田
佐
、
循
行
小
史
、
五
官
接
等
の
員
を
置
く
。

(

刷

出

〉

を
引
い
て
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
郡
の
功
曹
書
佐
の
職
掌
を
明
文
化
し
た
資
料
は
見
出
し
難
い
が

州
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

『、通

典
』
巻
三
二
職
官
一
四
州
佐
の
僚
に
、

功
曹
書
佐
一
人
。
選
用
を
主
る
は
漢
制
な
り
。
:
:
:
菅
以
来
功
曹
を
改
め
て
西
曹
書
佐
と
な
す
。
宋
に
別
駕
・
西
曹
あ
り
て
吏
及
び
選
挙

を
主
る
。
即
ち
漢
の
功
曹
書
佐
な
り
。
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と
み
え
る
。
よ
っ
て
郡
の
功
曹
書
佐
の
職
掌
も
、
州
の
功
曹
書
佐
の
そ
れ
に
等
し
く
、
功
曹
史
の
下
麗
と
し
て
郡
の
人
事
を
同
様
に
掌
っ
た
も

の
と
推
察
が
つ
く
。
事
貫
、
次
に
示
す
文
書
、
即
ち

功
曹
下
回
地
価
脚
符
信
用
以
孫
孜
補
孝
廉
事
〈
『
文
書
』
て
八
七
頁

-a
↓E
A
S〉

ωハ
川
川
〕
団
地
懸
主
者
、
今
以
孫
孜
補
孝
廉
、
符
到

n
L
 

qo 「
王
現
」

資
七

一奉行。

園
曹
書
佐

93 

は

、

北

涼

高

畠

郡

の

功

曹

書

佐

、

孫

孜

を

孝

廉

に

補

せ

と

命

じ

た

符

で

あ

り

、

こ

う

し

た
郡
の
功
曹
書
佐
の
職
責
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
な
お
張
氏
高
昌
園
時
代
と
推
察
し
た
資
六
に
、
郡
府
と
同
様
に
功
曹
史
と
功
曹
書
佐
が
み
え

王
親
が
郡
下
の
団
地
懸
の
主
者
(
責
任
者
)
に
射
し
、
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る
の
は
、

高
昌
園
が
高
畠
郡
占
郡
に
の
み
立
脚
し
て
成
立
し
た
歴
史
的
経
緯
と
、

ば
、
理
解
し
難
い

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

郡
と
園
と
の
僚
麗
に
大
差
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
総
合
す
れ
ば
、
資
三
・
六
は
人
事
に
闘
す
る
上
申
・
上
奏
文
書
で
あ
る
が
ゆ
え
に
門
下
を
経
由
せ
ず
、

人
事
権
嘗
官

一
見
北
涼
高
畠
郡
時
代

(
お
)

の
上
申
文
書
と
呈
式
が
異
っ
て
み
え
た
の
は
、
一

般
行
政
上
の
上
申
と
人
事
に
閲
す
る
上
申
の
皐
な
る
文
書
呈
式
の
相
違
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て

闇
爽
が
郡
府
以
上
の
政
権
を
組
織
し
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
結
論
に
立
脚
す
る
限
り
、
闘
爽
は
自
立
後
も
太
守

(
臼
)

王
と
俸
え
る
文
献
は
何
ら
か
の
誤
解
あ
る
い
は
誤
俸
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

の
功
曹
史

・
功
曹
書
佐
か
ら
直
接
に
上
申
・
上
奏
さ
れ
た
と
結
論
し
て
よ
か
ろ
う
。
よ
っ
て
闘
爽
政
権
下
の
資
三
が
、

以
上
の
稽
読
を
採
用
し
た
と
は
考
え
難
く
、

建
卒
紀
年
の
奉
用
と
闘
爽
政
権

l
l建
卒
五

・
六
年
文
書
の
検
討
|
|

(

お

)

(

町

山

)

吐
魯
番
出
土
紀
年
文
書
に
み
え
る
建
卒
が
、
闇
爽
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
最
初
に
推
定
し
た
の
は
、
唐
長
講

・
呉
震
雨
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の

建
卒
紀
年
文
書
は
、
雨
氏
依
援
の
も
の
を
含
め
て
、
現
在
次
の
六
貼
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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西

暦

市己

年

吐
魯
番
出
土

一一一目建
卒
紀
年

一一一l 資
料

賢

t'f 

名

表
四
四

M
建
卒
五
年

五

?

(

間

山

)

N
建
国
口
年

〔
縁
禾
十
年

資

月

表
て
K
・
L
参
照
〕

七
月

洞
口
馬
受
厩
(
『
文
書
』
て
一

二
九
頁
)

兵
曹
下
吉
岡
昌
横
裁
田
地
三
鯨
符
信
用
設
騎
守
海
事
(
『文
書
』
て

九
月

一一一二

J
二
頁
)



四
四

六
朝
篤
経
(
王
樹
相
『
新
彊
訪
古
録
』
巻
て
九
頁
〉

按
質
配
生
馬
帳
〆園、
胃司

文
書
Ib. 

五
ノ、

頁
、』ノ

O
建
卒
六
年

正
月

田
地
問
脚
催
諸
軍
到
府
文
書
(
唐
⑦
、

一
九
頁
)

P
建
卒
六
年

閏
月

張
世
容
随
葬
衣
物
疏
(
『
文
書
』
一
、
一
八
四
頁
)

? 

R
建
卒
紀
年

唐
氏
は
こ
れ
ら
建
卒
五
・
六
年
文
書
を
、
あ
く
ま
で
推
測
と
し
つ
つ
も
、
嘗
時
高
昌
弘
乞
占
領
し
太
守
を
稽
L
て
い
た
闘
爽
が
、
王
を
競
し
て

(
叫
山
〉

建
卒
と
改
元

L
た
た
め
か
パ-e

と
疑
っ
た
。
呉
氏
は
二
つ
の
偲
読
を
た
て
'た。

閤
爽
は
縁
禾
六
年
(
四
三
七
〉
秋
に
建
卒
と
改
元

し
か
し
北
涼

が
夏
・

i

北
貌
商
圏
の
紀
年
を
奉
用
し
た
よ
う
に
改
元
後
も
自
己
紀
年
の
使
用
を
留
保
し
、
縁
禾
を
奉
じ
た
場
合

(
K
縁
禾
十
年
文
書
)
も
あ
っ
た

(
伺
引
〉

と
す
る
の
が
一
一
説
。
も
う
一
一
説
は
、
四
三
七
年
十
一
月
、
北
貌
よ
り
武
威
公
主
の
降
嫁
、
母
妻
の
太
后
・
王
后
挽
の
認
可
を
得
、
河
西
王
位
の

公
式
の
認
承
を
獲
得
し
た
牧
韓
が
、
太
縁
か
ら
建
卒
へ
と
改
元
、
四
三
九
年
の
北
涼
滅
亡
後
も
無
語
が
そ
の
建
子
を
縫
承
し
た
と
す
る
前
提
下

(∞∞〉

彼
の
建
卒
を
奉
用
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
設
を
補
足

- 95ー

建
卒
五
年
(
四
四
一
〉
に
無
語
と
何
ら
か
の
開
係
が
生
じ
た
闘
爽
が
、

〈

的

)

の
う
え
支
持
し
た
の
が
町
田
氏
で
あ
り
、
そ
の
後
設
の
前
提
を
、
一
建
卒
は
む
し
ろ
牧
髄
が
反
北
説
的
立
場
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
よ
る
改
元
で

ハ

川

出

)

か
っ
そ
の
改
元
年
次
も
四
三
七
年
正
月
で
あ
る
と
改
訂
の
う
え
で
批
判
的
に
継
承
し
た
の
が
閥
尾
氏
で
あ
っ
た
。

あ
り
、こ

れ
ら
四
氏
五
設
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
建
卒
五
・
六
年
が
、
縁
禾
十
年
に
績
い
て
闘
爽
政
擢
で
使
用
さ
れ
た
紀
年
で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
充
分
な
論
議
が
量
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
建
卒
が
闘
爽
自
建
の
紀
年
か
否
か
、
こ
の
二
分
し
た
見
解
を
再
考
し
、
よ
り
妥
嘗
性
の
高
い

そ
れ
!へ

と
少
し
で
も
高
め
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
課
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
闘
爽
が
、
王
を
競
し
自
ら
が
建
卒
と
改
元
し
て
い
た
事
賓
が
存
在
す

95 

る
の
か
、
こ
の
貼
を
閥
爽
政
擢
で
作
成
さ
れ
た
建
卒
紀
年
上
申
文
書
の
呈
式
に
ま
ず
問
う
て
み
よ
う
。
は
た
し
て
王
府
に
ふ
さ
わ
し
い
上
申
呈

式
が
整
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
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資
八

建
卒
五
年
〈
四
四
一
)
洞
口
馬
受
属

〈
M・

3
、
吋
穴
玄
白
〉

川
ハハ什
U
彊、

張
軒
得
、

沼
口
口
、

宋
奉
園
。

ωハハハ
υ口
康
生
、
奈
宗
、
宋
口
彊
、

ω
l
l
U馬
定
明
等
、
在
口
口
役
。
麗
至

ω
ll
lu白建

卒
五
年
七
月
廿

一
日
間
口
馬
受
属

同

w
諾

n
E
 

n
wd
 

主
簿
「
褒
」

五
官
「
龍
」

0
0
0
 

こ
の
属
と
呼
ば
れ
る
文
書
の
作
成
手
績
に
つ
い
て
は
今
一
つ
明
確
に
し
難
い
が
、
留
意
す
べ
き
は
「
白
」

ωと
そ
れ
に
呼
躍
す
る
「
諾
」
例

の
使
用
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
か
つ
て
麹
氏
高
畠
園
の
上
奏
文
書
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
「
奏
」
と
「
諾
」
と
の
封
慮
、
即
ち
王
に
射
す
る
上
奏
と

(

町

山

)

そ
れ
を
認
可
す
る
王
の
重
諾
の
語
と
異
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
資
四
・
五
の
郡
府
上
申
文
書
に
み
え
る
「
白
」
と
、
門
下
の
指
示
文
言

「
事
諾
奉
行
」
に
よ
っ
て
伺
え
る
太
守
の
霊
諾
の
語
「
諾
」
と
よ
く
呼
雁
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
白
」
に
呼
隈
す
る
こ
の
文
書
の
「
諾
」
は

(
川
出
〉

太
守
の
そ
れ
と
想
定
さ
れ
、
こ
の
文
書
は
太
守
ク
ラ
ス
の
府
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
主
簿
・
五
官
の
郡
府
僚

属
の
著
位
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

(
五
?
)
(
∞
∞
〉

建
国
口
年
(
四
四
一
?
〉
兵
曹
下
高
昌
横
裁

団
地
三
鯨
符
震
設
騎
守
海
事
〈

N-
a
、コ
ハ
玄
白
〉

- 96ー

資
九f、、

前

歓
¥J  

ω口
口

一
人
自
乗
所
円

U
自
乗
口
口
、

〈
地
)

ω瞭
杜
一帽
、
自
午
、
任
口
三
人
乗
所
配
馬
。
間
口

ω三
騎
、
逼
身
合
七
騎
、
次
往
晦
守
十
日
、
以
体
領
。



U uf日(U史口き口車

)議酔
九(
月む
十

日
白

歓
)

こ
の
文
書
は
、
兵
曹
擦
・
史
の
趨
苦
・
意
興
が
兵
曹
の
統
轄
者
・
奥
軍
主
簿
を
通
じ
て
吉
岡
昌
・
横
裁
・
田
地
三
豚
に
符
を
下
し
て
記
名
さ
れ

(
m
m
〉

た
守
海
(
田
地
域
南
の
大
海
の
守
備
〉
の
騎
兵
を
護
す
る
こ
と
を
、
功
酋
国
史
等
の
署
位
と
校
曹
主
簿
の
指
示
を
得
て
上
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
星
式
は
費
四
・
五
の
郡
府
の
上
申
文
書
と
同
一
で
あ
り
、
よ
っ
て
こ
の
建
卒
文
書
も
郡
府
ク
ラ
ス
の
も
の
と
断
定
し
て
誤
り
な
い
。
し
た
が

っ
て
以
上
二
黙
(
資
八
・
九
)
の
建
卒
紀
年
土
申
文
書
の
呈
式
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

(
抽
餌
)

ω兵
曹
口
趨
苦
、
史
尊
興
門
川
川

例
羅
人
口
口
右
、
請
下
蘇
蓮
円
ハ

(

郵

)

(

位

〉

ω東
部
督
口
、
横
裁
鯨
主
者
円
1
1
1

例
海
守
十
日
、
高
昌
三
騎
、
田
市
げ

制
七
騎
、
起
口
口
十
五
臼
封
建
圃
門
川
川

例
乃
下
符
口
口
休
詣
団
地
鯨
門
川
川

帥
案
奉
行
。

(11) ゆM 。カ M 白$ (14) 

典
軍
主
簿

五
{
呂

典
軍

後

97 

「
訣
」

「
慌
」
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「
口
」

「
壁
」

「
湾
」

「
唱
法
」

闘
爽
が
太
守
ク
ラ
ス
を
越
え
て
王
を
競
し
、

王
府
を
組
織
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し
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
同
時
に
そ
の
こ
と
は
、
自
立
し
た
と
は
い
え
王
で
は
な
く
太
守
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
彼
が
、
濁
自

(

川

四

)

に
建
卒
を
建
て
た
可
能
性
を
も
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
現
在
五
・
六
年
に
限
っ
て
出
土
し
て
い
る
建
卒
紀
年
文
書
は
、
闘
爽
が
他

の
政
権
の
建
卒
紀
年
を
そ
の
五
・
六
年
に
限
っ
て
奉
用
し
た
と
推
定
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
り
、
呉
氏
後
読
と
町
田
・
開
尾
雨
氏
の
設
、
即
ち
閤

爽
は
無
読
が
牧
健
よ
り
縫
承
し
て
い
た
建
卒
紀
年
を
そ
の
五
年
の
時
貼
(
四
四
一
)
で
奉
用
し
た
と
す
る
推
定
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
嘗
時
の
闘
爽
と
無
誇
が
ど
の
よ
う
な
情
勢
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
、
描
明
い
て
こ
の
貼
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

四
三
九
年
私
、
北
涼
は
滅
亡
し
牧
曜
は
北
貌
に
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
無
誌
は
西
に
退
い
て
な
お
も
敦
伯
屈
を
保
ち
、
翌
年
に
は
酒
泉
を
抜
い
て

北
貌
と
の
劉
時
を
績
け
た
。

し
か
し
北
貌
が
元
健
を
汲
遣
す
る
に
及
ん
で
無
誇
は
和
を
請
い
、
四
四
一
(
建
卒
五
〉
年
正
月
、
北
説
よ
り
酒
泉

王
に
封
じ
ら
れ
た
。
が
そ
の
四
月
、
敦
濯
に
あ
っ
た
温
渠
唐
見
が
無
誇
に
反
し
た
。
無
議
は
温
渠
天
周
を
酒
泉
に
留
め
て
た
だ
ち
に
唐
見
を
征

討
し
た
も
の
の
、
北
貌
は
こ
の
機
を
捉
え
て
攻
撃
を
開
始
し
、
同
年
十
一
月
に
至
っ
て
酒
泉
は
北
貌
の
手
に
陥
ち
た
。
北
貌
の
優
勢
が
決
定
的

(
町
四
〉

と
な
っ
た
そ
の
十
一
月
、
加
熱
設
は
西
の
か
た
流
沙
を
度
る
こ
と
を
決
意
し
、
安
周
を
都
善
に
先
護
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
経
緯
を

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
二
四
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

- 98ー

(
四
四
二
〔
建
卒
六
〕
年
)
夏
四
月
、

温
渠
無
議
は
蔦
除
家
を
将
い
て
敦
埋
を
棄
て

西
の
か
た
温
渠
安
周
に
就
く
。
い
ま
だ
至
ら
ざ
る

に
都
善
王
比
龍
は
、
こ
れ
を
畏
れ
て
そ
の
衆
を
終
い
て
且
末
に
奔
る
。
そ
の
世
子
は
安
周
に
降
る
。
無
詳
は
迭
に
都
善
に
擦
る
も
、
そ
の

土
卒
の
流
沙
を
経
て
渇
死
す
る
も
の
は
太
中
寸
た
り
。
:
:
:
温
渠
牧
髄
の
亡
び
る
や
涼
州
人
闘
爽
は
高
昌
に
援
り
、
自
ら
太
守
を
稽
す
。
唐

契
は
柔
然
の
逼
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
衆
を
擁
き
て
西
の
か
た
高
昌
に
趨
り
そ
の
地
を
奪
わ
ん
と
欲
す
。
柔
然
は
そ
の
持
・
阿
若
を
遣
わ
し

て
こ
れ
を
迫
撃
し
、
契
は
敗
死
す
。
契
の
弟
の
和
は
、
除
衆
を
牧
め
て
車
師
前
部
王
の
伊
洛
に
奔
る
。
時
に
、
温
渠
安
周
は
、
積
載
城
に

屯
す
。
和
は
攻
め
て
こ
れ
を
抜
き
、

ま
た
高
寧

・
白
力
二
城
も
抜
き
、
使
を
遣
わ
し
て
貌
に
降
る
を
請
う
。

(
五
月
:
:
:
秋
七
月
)
唐
契

の
闘
爽
を
攻
め
る
や
、
爽
は
使
を
遣
わ
し
詐
り
て
坦
渠
無
誇
に
降
り
、

こ
れ
と
共
に
契
を
撃
た
ん
と
欲
す
。
八
月
、
無
説
、
其
の
衆
を
賂

い
、
高
昌
に
趨
く
。
至
る
に
比
び
て
契
は
己
に
死
し
、
爽
は
門
を
閉
じ
て
こ
れ
を
拒
む
。
九
月
、
無
誇
の
賂
衛
興
奴
、
高
畠
を
夜
襲
し
、



そ
の
城
を
屠
り
、
爽
は
柔
然
に
奔
る
。

こ
の
記
載
の
中
に
一
カ
所
整
合
性
を
絞
く
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
夏
四
月
の
僚
に
、
都
善
王
比
龍
の
世
子
が
安
周
に
降
っ
た
こ
と
と
、
高
昌

(

伺

)

の
横
裁
城
宗

Z
E口
)
に
あ
っ
た
安
周
が
唐
和
に
そ
の
城
を
抜
か
れ
た
こ
と
を
同
時
に
奉
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
四
月
都
善
に
居
た
安
周

が
同
時
に
高
畠
に
在
る
こ
と
は

別
人
で
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
。
彼
が
嘗
時
都
善
に
居
た
こ
と
は
、

『
貌
書
』
巻
九
九
温
渠
蒙
遜
停
・
『
宋

書
』
巻
九
八
丘
胡
俸
整
方
に
記
載
が
あ
り
、
無
誇
が
闘
爽
の
要
請
を
受
け
て
八
月
に
高
昌
に
向
う
以
前
、
す
で
に
安
周
が
高
昌
に
居
た
と
す
る

『
逼
鑑
』
の
記
載
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
司
馬
光
が
『
説
書
』
巻
四
三
唐
和
俸
の

嬬
嬬
は
部
帥
の
阿
若
を
遭
わ
し
、
騎
を
率
い
て
和
を
討
つ
。
自
力
城
に
至
る
。
和
は
騎
五
百
を
率
い
て
先
に
高
昌
を
攻
め
、
契
は
阿
若
と

戦
い
て
袈
す
。
和
は
徐
衆
を
牧
め
て
前
部
王
園
に
奔
る
。
時
に
温
渠
安
周
は
横
裁
城
に
屯
す
。
和
は
攻
め
て
こ
れ
を
抜
き
、
安
周
の
兄
の

子
の
樹
を
斬
り
、
ま
た
高
寧
・
白
カ
二
城
に
克
ち
そ
の
成
主
を
斬
る
。
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と
あ
る
「
時
に
」
以
下
の
事
件
を
、
前
後
一
績
き
の
時
間
差
の
な
い
そ
れ
と
理
解
し
、
そ
の
ま
ま
『
遁
鑑
』
に
-
記
載
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

(

山

山

)

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
諸
資
料
と
の
整
合
性
を
重
視
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
四
二
年
四
月
、
伊
吾
に
あ
っ
た
西
涼
の
絵
衆
、
唐
契
と
唐
和
は
、
柔
然
の
匪
迫
を
受
け
高
昌
に
向
っ
た
。
闇
爽
は
こ
れ
を
都
善
に
い
た
無

八
月
、
こ
れ
に
答
え
た
無
誇
は
安
周
と
共
に
鷲
番
を
経
て
高
昌
に
赴
い
た
が
、
彼
等
が
こ
の
地
に
達
す
る
ま
で
に

(

m
別

)

契
は
柔
然
の
迫
撃
を
受
け
て
陣
袈
し
、
残
っ
た
唐
和
は
前
部
王
・
車
伊
洛
の
下
に
奔
っ
て
い
た
。
も
は
や
援
軍
を
必
要
と
し
な
い
闘
爽
は
高
昌

議
に
告
げ
て
援
助
を
求
め
、

城
を
閉
じ
て
無
誇

・
安
周
を
拒
ん
だ
が
、

か
え
っ
て
無
誇
に
園
ら
れ
て
城
を
失
い
、
柔
然
へ
と
逃
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
ろ

安
周
は
横
裁
城
に
擦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
聞
に
車
伊
洛
の
下
で
鐙
制
を
た
て
な
お
し
た
唐
和
が
、
伊
洛
と
共
に
祖
渠
氏
の
勢
力
下

(

m

m

)

(

m

m

)

(

ω

)
 

に
あ
っ
た
横
裁
・
高
寧
(
叶
O
吉
ご
・
自
力
(
芳
〉
(
巴
口

E
ロ
〉
三
城
を
抜
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
の
整
理
に
無
理
が
な
け
れ
ば
、
四
四

二
年
四
月
嘗
時
、
安
周
が
高
昌
の
地
に
あ
っ
て
闘
爽
と
共
に
唐
契
・
唐
和
に
針
虚
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
え
ず
、

よ
っ
て
唐
和
俸
を
根
擦
に
、
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無
議
が
四
四
二
年
九
月
、
高
昌
に
到
着
す
る
以
前
に
闘
爽
が
無
議
の
勢
力
下
に
あ
り
、
た
め
に
無
誇
の
建
卒
を
五
・
六
年
(
四
四
一

l
二
)
と
奉
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用
し
て
い
た
と
み
る
の
は
安
嘗
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
も
闘
爽
が
無
設
に
援
助
を
求
め
た
際
「
詐
り
て
降
っ
た
」
〈
『
貌
書
』
温
渠
蒙
遜

傍
)
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、

少
く
と
も
四
四
二
年
八
月
ま
で
は
闘
爽
が
無
議
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
は
考
定
し
難
い

こ
と
か
ら
、
先
の
推
定
は

一
層
補
強
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
敦
埋
に
あ
っ
た
無
議
と
安
周
は
、
勢
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
少
な
く
と
も
五
千
人
と
高
齢
衆
を
合
せ
た
大
衆
国
を
な
お

(

間

)

(

川

)

も
率
い
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
衆
国
は
餓
え
に
苦
し
み
、
無
諒

・
安
周
は
逼
り
つ
つ
あ
る
北
説
軍
を
前
に
な
ん
ら
か
の
劉
虚
を
徐
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
衆
圏
を
無
誇
は
さ
ら
に
燦
件
の
悪
化
が
珠
想
さ
れ
る
都
善
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
や
は
り
何
ら
か
の
事
情
が
あ

っ
て
の
こ
と
に
相
違
な
い
。
嘗
時
の
無
設
が
伊
吾
方
面
に
退
路
を
求
め
ら
れ
な
い
の
は
、
北
涼
が
滅
亡
さ
せ
た
西
涼
の
徐
衆
が
な
お
も
伊
吾
に

(
鈍
)

あ
っ
て
除
力
を
保
ち
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
唐
契
は
柔
然
か
ら
伊
吾
王
に
封
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
察
し
が
つ
こ
う
。
が
し
か
し
敦

埋
か
ら
高
昌
の
田
地
域
(
柳
中
-
H
b
r
E
吉
田
)
に
直
接
赴
く
大
海
道
は
、

(

幻

)

ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
誌
が
、
高
畠
に
退
地
を
求
め
え
な
か
っ
た
の
は
、
闘
爽
の
同
意
を
結
局
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の

恩
生
遣
使
に
伺
え
る
よ
う
に
難
路
と
は
い
え
嘗
時
は
通
じ
て
い
た
は

100ー

よ
う
な
一
案
も
頭
に
浮
ぼ
う
。
四
四
一
年
十
一
月
、
酒
泉
が
陥
落
し
い
よ

い
よ
窮
地
に
追
い
込
れ
る
ま
で
無
議
が
退
路
を
都
善
と
決
定
し
な

っ

た
の
も
、
ま
た
同
年
九
月
と
推
定
し
た
資
九
が
、
無
誇
の
い
る
敦
埋
か
ら
通
ず
る
団
地
域
南
の
大
海
の
守
備
(
悶
爽
の
無
誇
に
謝
す
る
守
備
?
)

(
肌
)

を
惇
え
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
理
解
す
べ
き
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
闘
爽
が
無
議
に
降
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
彼
は
無
議
と
同
じ
建
卒
を
奉
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
も
一
つ
の
見
通
し
を

た
て
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
闘
爽
は
、
四
四
一
年
三
月
か
ら
九
月
の
聞
に
縁
禾
十
年
を
建
卒
五
年
と
改
め
た
と

(

町

四

)

推
定
さ
れ
る
。
こ
の
期
に
閲
し
て
注
視
す
べ
き
こ
と
は
、
や
は
り
同
年
正
月
、
無
誇
が
北
貌
よ
り
酒
泉
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。
と
い
う
の
は
、
無
議
が
牧
髄
か
ら
継
承
し
た
建
卒
を
こ
の
加
封
に
係
り
な
く
あ
え
て
そ
の
後
も
使
用
し
た
と
し
て
も
、
縁
禾
(
延
和
)
・
太

縁
(
太
延
)
紀
年
の
奉
用
の
例
や
首
時
の
北
貌
の
園
力
に
照
し
て
、
園
際
社
禽
の
中
で
は
も
は
や
建
卒
が
、
無
議
の
正
規
の
紀
年
と
し
て
認
承

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
。
も
し
こ
の
推
定
が
安
嘗
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
守
以
上
の
稽
抽
加
を
控
え
北
涼
高
畠
郡
を
維
持
し
た
ば



四
四
一
年
時
の
園
際
社
舎
の
中
で
は
、
唯
一
の
北
涼
の
後
縫
者
と

(

%

〉

し
て
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
同
年
四
月
に
は
無
誇
は
北
貌
の
攻
撃
を
再
び
受
け
、
な
お
か
つ
先
の
推
定
に
よ
れ
ば
高
昌
へ
の
退
路
は
閤

か
り
か
、
北
涼
の
王
・
牧
髄
の
縁
禾
紀
年
を
奉
じ
績
け
て
い
た
闘
爽
こ
そ
、

爽
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
彼
の
窮
肢
は
ほ
ぼ
決
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
北
涼
唯
一
の
後
纏
と
自
費
し
た
闘
爽
が
、
無
誇
で
は
な
く
牧

髄
の
建
卒
を
縫
承
す
る
こ
と
に
踏
切
り
、
縁
禾
十
年
を
建
卒
五
年
と
改
め
た
、
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

私
見
は

臭
・
町
田
・
闘
尾
三
氏
の
言
う
闘
爽
(
太
守
)
と
無
誇
(
王
)
の
関
係
下
に
建
卒
を
奉
用
し
た
と
す
る
推
定
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
読

得
力
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
も
う
一
つ
の
思
考
可
能
な
試
案
と
し
て
こ
こ
に
提
示
し
、
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

お

わ

り

北
涼
の
滅
亡
前
夜
か
ら
北
貌
と
柔
然
の
封
立
に
至
る
五
世
紀
中
葉
の
緊
迫
し
た
園
際
社
舎
の
中
で
、
閤
爽
政
権
の
よ
う
な
小
政
権
が
と
も
か

く
も
七
年
聞
に
亙
っ
て
存
績
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

自
立
し
て
い
た
と
は
い
え
闘
爽
は
、

王
を
稿
さ
ず
、

自
建
の
元
競
も
建
て
ず
、
太
守
グ
ラ
ス
の
地
位
と
他
の
政
権
の
紀
年
の
奉
用
に
終
始
し

-101ー

た
。
濁
立
し
た
政
権
と
し
て
は
あ
ま
り
に
不
自
然
な
こ
の
あ
り
ょ
う
こ
そ
、
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
闘

爽
は
な
ぜ
に
こ
の
よ
う
な
政
権
形
態
を
と

っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
探

っ
て
少
し
で
も
安
嘗
性
の

高
い
見
解
へ
と
近
づ
け
て
お
き
た
い
。

四
三
五
年
、
北
涼
勢
力
の
後
退
を
機
に
闘
爽
は
自
立
し
た
。
そ
れ
は
、
北
涼
の
導
く
北
競
の
西
域
遣
使
を
捕
捉
す
る
た
め
、
柔
然
が
介
入
し

(
剛
山

〉

て
い
た
北
涼
高
畠
郡
に
お
け
る
出
来
事
で
あ

っ
た
。
し
か
し
文
献
資
料
が
閤
爽
自
ら
が
立
っ
た
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
介
入
し
た
柔
然
が

彼
を
擁
立
し
て
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
柔
然
は
、
闇
爽
が
自
己
の
勢
力
下
に
あ
り
、
な
お
か
つ
西
涼
の
絵
衆
・
唐

(

川

品

)

契
を
伊
吾
王
と
し
た
前
例
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
を
王
に
は
封
じ
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
柔
然
に
と

っ
て
北
親
の
西
域
遣
使
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
封
北
貌
外
交
を
一
時
さ
せ
る
ほ
ど
そ
の
園
盆
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
し
た
が
っ
て
北
貌
に
輿
し
そ
の
西
域
遁
使
を
導
い
た
北
涼
に
射
し
て
は
、
柔
然
は
嘗
然
強
い
報
復
を
と
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

事
責

高
昌
郡
へ
の
介
入
も
そ
の
一
環
を
な
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
柔
然
が
、

介
入
し
た
そ
の
高
畠
郡
で
と
っ
た
行
動

は
、
先
述
の
ご
と
く
決
し
て
強
力
な
も
の
で
は
な
く

占
領
政
策
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
積
極
性
は
伺
い
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
筆
者
は
そ
の
要
因
を
、
柔
然
の
北
涼
に
封
す
る
外
交
的
配
慮
に
見
出
そ
う
と
思
う
。

北
貌
の
カ
が
現
貫
に
河
西
・
西
域
に
及
ぼ
う
と
す
る
な
か
で
、
柔
然
・
北
涼
雨
園
の
封
北
親
上
の
利
害
が
、
以
前
に
も
ま
し
て
一
致
を
み
た

こ
と
は
、
も
は
や
説
明
を
必
要
と
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
柔
然
は
、

た
と
え
北
涼
が
一
時
的
に
北
貌
に
興
す
る
行
動
(
北
貌
西
域
選
使
の
誘
導
〉

を
と
っ
た
と
し
て
も
、
北
涼
と
の
閥
係
を
完
全
に
損
う
ま
で
の
報
復
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
柔
然
の
外
交
的
配

慮
が
、
占
領
も
可
能
な
高
昌
郡
を
自
己
の
勢
力
下
に
直
接
置
か
ず
、
あ
え
て
在
地
勢
力
の
掌
援
に
委
ね
さ
せ
た
、

つ
ま
り
同
地
を
た
と
え
名
目

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

の
上
で
あ
っ
て
も
柔
然
・
北
涼
雨
園
が
共
に
領
有
し
な
い
こ
と
(
緩
衝
地
〉
と
す
る
消
極
策
と
し
て
具
現
化
さ
せ
た
、

一
方
北
涼
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
高
昌
郡
が
柔
然
に
は
奪
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
賓
質
は
そ
の
地
を
失

そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら

-102ー

っ
た
こ
と
に
は
努
り
な
く
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。

し
か
し
北
貌
と
の
針
決
を
回
避
し
え
な
い
現
貫
の
中
で
は
、
北
涼
は
柔
然
の
配
慮
を
汲
ん

で
こ
れ
を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

も
し
以
上
の
よ
う
な
推
察
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
闇
爽
は
こ
の
よ
う
な
柔
然
・
北
涼
雨
園
の
思
惑
に
大
き
く
規
制
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

彼
が
玉
を
稿
し
改
元
す
れ
ば
、
北
涼
高
昌
郡
は
消
滅
し
北
涼
か
ら
の
離
脱
は
明
白
と
な
ろ
う
し
、
柔
然
の
配
慮
も
無
に
蹄
す
る
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
闘
爽
が
そ
の
政
権
の
存
績
を
圃
る
た
め
に
は
、
雨
園
の
思
惑
に
抵
燭
し
な
い
方
法
を
選
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
苦

悩
の
選
擦
の
蹄
結
が
、
高
畠
郡
の
統
治
形
態
と
紀
年
を
維
持
し
て
改
め
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
推
察
す
る
。
と
す
れ
ば
、
推
察
な
が
ら

も
闘
爽
の
縁
禾
紀
年
の
踏
襲
に
一
つ
の
理
由
を
見
出
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の
推
察
は
、
建
卒
紀
年
の
理
解
に
も
示
唆
を
輿
え
る
。
諸

(
肘
引

)

(

ω

)

(

卯
)

説
の
よ
う
に
闘
爽
が
無
誇
と
の
関
係
を
生
じ
て
彼
の
建
卒
を
奉
用
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
高
畠
郡
は
北
涼
の
除
喬
と
は
い
え
現
買
に
貫

先
述
の
柔
然
の
外
交
的
配
慮
を
思
え
ば
、

柔
然
が
こ
の
よ
う
な

在
し
て
い
る
他
の
政
権
(
無
詳
の
政
権
〉
の
勢
力
下
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。



が
多
い
。

朕
況
を
等
閑
現
し
た
と
は
考
え
難
い
。
唐
契
・
唐
和
を
迫
撃
し
て
直
接
高
昌
に
介
入
し
た
嘗
時
の
柔
然
の
園
カ
か
ら
推
し
て
も
、
こ
れ
は
疑
問

と
す
れ
ば
す
で
に
貫
在
し
な
い
政
擢
(
牧
健
の
政
権
)
の
建
卒
の
奉
用
と
み
る
私
見
は
、
建
卒
の
泰
用
が
闘
爽
の
濁
立
や
柔
然
か
ら

の
離
脱
を
意
味
せ
ず
、
柔
然
の
外
受
的
配
慮
と
抵
燭
し
な
い
黙
で
理
解
し
や
す
い
と
い
え
よ
う
。

を
み
た
と
す
る
の
は
、

以
上
に
よ
っ
て
、
高
昌
園
と
高
昌
郡
の
狭
間
に
成
立
し
た
闘
爽
政
擢
の
考
察
を
終
え
る
。
縁
禾
・
建
卒
紀
年
の
車
中
用
に
閥
爽
の
才
智
と
苦
悩

い
さ
さ
か
思
い
入
れ
が
過
ぎ
よ
う
か
。

責 I
①(i) 

史
② 文

献
暗
競
表
(
註
の
文
献
の
検
索
は
‘

「
文
献
略
説
表
」
の
略
貌
下
の
通
し
番
抗
①
J
③
に
よ
る
も
の
と
す
る
)

新
出
土
縁
禾
五
・
六
・
十
年
文
書

(
C
・
J
-
K
・
L
)
未
見
の
縁
禾
・
建
卒
紀
年
研
究

一
九
五
四
年
。
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黄
文
弼
『
吐
魯
番
考
古
記
』

(
中
園
祉
倉
科
皐
院
)
北
京
、

史
岩
「
酒
泉
文
殊
山
的
石
窟
寺
院
遺
跡
」

『
文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
六
年
七
期
。

メ
ン
シ
コ
フ
③

ェ
告
o
h
H
。
切
〉

ω
5・∞
E
旬・口
-
P
A
R
E
P
E可
-

新
博
④

新
博
⑤

王
⑤

胡唐
③⑦  
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己・

2
・
宮
内
国

V
E言
。
∞
冒
と
)
し

。
ロ
宮
内
白
回
目
白
ゆ
穴
宮
、
司
m忌

円

5
0内

。ozh白
X
Z円
、
吋
宮
、
『
山
、
吋
白

同
】
旬
開
向
。
ロ
S
円
A
M
酢

同
〕
記
V
H
一苫
E
2
8

可。

新
博
「
吐
魯
番
蘇
阿
斯
塔
那
l
恰
位
和
卓
古
墓
群
清
理
簡
報
」

新
博
「
吐
魯
番
懸
阿
斯
塔
那
|
暗
桂
和
卓
古
墓
群
護
掘
簡
報
(
一
九
六
三
|
一
九
六
五
)
」

王
毅
「
北
涼
石
塔
」

『
文
物
』

一
九
七
二
年
」

一
期
。

『
文
物
』

一
九
七
三
年
十
期
。

『
文
物
資
料
叢
刊
』

一、

一
九
七
七
年
。

唐
長
揺
「
従
吐
魯
番
出
土
文
書
中
所
見
的
高
昌
郡
鯨
行
政
制
度
」

『
文
物
』

一
九
七
八
年
六
期
。

胡
如
雷

「幾
件
新
彊
出
土
文
書
中
反
映
的
十
六
園
時
期
租
佃
契
約
関
係
」

『
文
物
』

一
九
七
八
年
六
期
。

『
文
書
』

⑨ 

園
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
・
新
博
・
武
漢
大
開
学
歴
史
系
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
一
加
(
文
物
出
版
社
)
北
京
、

一
九
八
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白
須
⑮

朱
⑪

年。

白
須
浄
員
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書

第
一
一
加
』
ー
そ
の
紹
介
と
紀
年
の
考
察

l
-
『
書
論
』

一
八
続
、

一
九
八
一
年
。

朱
雷
「
出
土
石
刻
及
文
書
中
北
涼
温
渠
氏
不
見
子
史
籍
的
年
競
」

『
出
土
文
献
研
究
』
(
文
化
部
文
物
局
古
文
献
研
究
室
・
文
物
出
版
社
)
北

一
九
八
五
年
六
月
。
な
お
本
論
は
一
九
八
二
年
成
稿
の
も
の
で
あ
る
。
池
田
温
先
生
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
一
意
一
を
表
す

吉小、る
。

侯侯
⑬⑫  

一
九
八
一
年
一
期
。

『
考
古
輿
文
物
』

一
九
八
二
年
二
期
。

侯
燦
「
北
涼
縁
禾
年
競
考
」
『
新
彊
枇
曾
科
皐
』

侯
燦
「
西
菅
至
北
朝
前
期
高
昌
地
匡
奉
行
年
競
之
探
討
」

唐
⑭

唐
長
嬬
「
吐
魯
番
出
土
文
書
中
所
見
的
高
昌
郡
軍
事
制
度
」

『
祉
曾
科
皐
戦
線
』

一
九
八
二
年
三
期
。

I 
(i.i) 

新
出
土
縁
禾
五
・
六
・
十
年
文
書
使
用
の
縁
禾
・
建
卒
紀
年
研
究

池
田
⑮

池
田
温
「
中
園
に
お
け
る
吐
魯
番
文
書
整
理
研
究
の
進
展
1

唐
長
講
教
授
講
演
の
紹
介
を
中
心
に
l
」

抗

一
九
八
二
年
。

唐
⑮ 

『
東
方
皐
報
』
五
四
畑
、

一
九
八
二
年
。

唐
長
講
「
-
新
出
吐
魯
番
文
書
設
掘
整
理
経
過
及
文
書
簡
介
」

新
彊
吐
魯
番
地
匡
文
管
所
「
吐
魯
番
出
土
十
六
園
時
期
的
文
書
1

吐
魯
番
阿
斯
塔
那
三
八
二
競
墓
清
理
簡
報

l
L
(
執
筆

文
管
〈
柳
〉
⑫

柳
洪
亮
)

一
九
八
三
年
一
期
。

『
文
物
』

臭
⑬ 

果
震
「
吐
魯
番
文
書
中
的
若
干
年
挽
及
相
闘
問
題
」

一
九
八
三
年
一
期
。

『
文
物
』

朱
⑬

『
文
物
』

一
九
八
三
年
一
期
。

町
田
@

朱
雷
「
吐
魯
番
出
土
文
書
中
所
見
的
北
涼
『
按
質
配
生
馬
』
制
度
」

町
田
隆
吉
「
五
世
紀
吐
魯
番
盆
地
に
お
け
る
濯
甑
を
め
ぐ
っ
て
l
吐
魯
番
出
土
文
書
の
初
歩
的
考
察
|
」

(
園
書
刊
行
舎
〉
一
九
八
四
年
。

園
水
利
史
論
叢
』

初日
@ 

柳
洪
亮
「
吐
魯
番
出
土
文
書
中
縁
禾
紀
年
及
有
闘
史
貫
」

『
敦
埠
拳
輯
刊
』

一
九
八
四
年
一
期
。

『
史
皐
雑
誌
』
九
一
編

-104ー

『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中



内
田
@

松
田
@

嶋
崎
@
嶋
崎
昌
『
惰
唐
時
代
の
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ン
研
究
』
(
東
京
大
暴
出
版
曾
)
、

周
@
周
偉
洲
『
救
勤
輿
柔
然
』

-(
上
海
人
民
出
版
社
)
上
海
、

侯
@
侯
燦
「
新
設
現
的
高
邑
王
闘
首
蹄
和
麹
嘉
年
競
考
」

柳
@
柳
洪
亮
「
十
六
園
時
期
高
畠
郡
水
利
考
」

大
庭
@

開
尾
@

閥
尾
@

II 白
須
・
萩
@

白
須
@

内
田
@

白
須
@

陳
③

祝
@ 
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開
尾
史
郎
「
『
縁
禾
』
と
『
延
和
』
の
あ
い
だ
|
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
劉
記
伺
|
」

一
九
八
六
年
。

『
紀
尾
井
史
翠
』
第
五
競
、

閥
尾
史
郎
「
『
建
卒
』
の
結
末
l
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
割
記
伺
|
」

(
未
裂
表
一
禍
)

そ
の
他
の
引
用
文
献
略
披

白
須
浄
員
・
萩
信
雄
「
高
昌
墓
場
考
樺
」
ハ
門
『
書
論
』

白
須
浄
真
「
高
昌
墓
埼
考
樟
」
骨
『
書
論
』
一
九
説
、

一
三
挽
、

一
九
七
八
年
。

一
九
八
一
年
。

内
田
吟
風
「
第
五
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
に
閲
す
る
一
考
察
l
都
善
園
の
散
滅
を
中
心
と
し
て
|
」

『
古
代
祭
』

十
巻
一
説
、

九
六
一
年
。

内
田
吟
風
「
柔
然
時
代
蒙
古
史
年
表
」

鮮
卑
柔
然
突
蕨
篇
」
(
同
朋
合
〉
、

一
九
七
五
年
。

『
北
ア
ジ
ア
史
研
究

増
補
版
』
(
早
稲
田
大
事
出
版
部
〉
、

一
九
七

O
年
。

松
田
蕎
男
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
皐
的
研
究

-105ー

一
九
八
三
年
(
第
二
刷
)
。

一
九
八
三
年
。

『西
北
史
地
』
一
九
八
四
年
一
期
。

『
新
彊
枇
曾
科
事
』

一
九
八
五
年
二
期
。

大
庭
惰
「
貌
菅
南
北
朝
告
身
雑
考
|
木
か
ら
紙
へ
|

『
史
林
』
四
七
巻
一
一
抗
、

一
九
六
四
年
。

白
須
浄
員
「
麹
氏
高
昌
園
に
お
け
る
上
奏
文
書
試
樟
L

『
敦
埠
吐
魯
番
文
書
初
探
』

『
東
洋
史
苑
』
一
一
一
一
一一抗、

一
九
八
四
年
。

陳
仲
安
「
麹
氏
吉
岡
昌
時
期
門
下
諸
部
考
源
」

九
八
三
年
。

〆、
武
漢
大
皐
歴
史
系
貌
菅
南
北
朝
研
究
室

武
漢
大
皐
出
版
社、J

覗
総
斌
「
高
畠
官
府
文
書
雑
考
」

『
敦
埠
吐
魯
番
文
献
研
究
論
集
』
白
(
北
京
大
皐
中
圏
中
古
史
研
究
中
心
・
北
京
大
皐
出
版
社
)
、

九
八

三
年
。
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最
付
同
・
国
・
帥
@

四
年
。

巌
耕
望
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
』
ハ
門
口

・
同

・
帥
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
〉
葦
北、

一
九
六
三
年

新
博

新
彊
維
吾
爾
自
治
医
博
物
館

寓
員

・
録
文
・
拓
本

⑤
・
⑧

・
@

詰(

1

)

『
貌
書
』
各
一

O
て
高
畠
停
。
『
梁
書
』
巻
五
四
、
高
畠
停
。

(
2
〉
白
須
・
萩
@
、
一
八
一
一
一
J
五
頁
参
照。

(
3
〉
文
献
略
続
表
l
刷
。
詳
し
く
は
本
文
に
後
述
。

(
4
〉
本
稿
は
、
内
陸
ア
ジ
ア
史
皐
曾
(
一
九
八
五
年
十
一
月
八
日
、
於
早

稲
田
大
風
干
)
に
お
け
る
問
題
の
夜
表
を
、
製
品
目
首
日
の
関
尾
史
郎

・荒

川
正
晴
氏
の
示
敬
、
及
び
後
日
奔
受
し
た
闘
尾
氏
の
-
初
稿
時
の
論
考
と

未
設
表
稿
各
一
筋
(
開
尾
@
@
〉
を
得
て
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
記
し
て
深
い
謝
意
を
表
す
る
。

(

5

)

文
献
略
挽
表
l
。
特
に
白
須
⑬
、
一
五
一

J
三
頁
・
関
尾
@
、
九
頁

の
註

ωを
参
照
。

(

6

)

表

一
参
照
。
『
文
書
』

一
、
一
一
一
七
J
八
頁
。

(

7

)

⑧
⑤
メ
ン
シ
コ
フ
③
、
二
二

O
J
一
・
六
六

一
頁
。
高
畠
書
潟
で

あ
る
こ
と
及
び
本
文
書
の
研
究
成
果
は
、
白
須
⑩
、
一
五
三
頁
を
参

照。

(
8
〉

⑧

史
②
、
五
六
頁

・
玉
⑥
、
一
八
四
頁
。
⑬
王
@
、

一
八
一
頁
。

(

9

)

⑧
③
資
①
、
二
六
頁
・
園
九
。
本
文
書
の
研
究
成
果
は
、
白
須

⑮
、
一
五
二
一
貝
参
照
。

一
九
七

(
日
)
⑧
⑧

王

⑥

、
一
八
二
・
一

八
O
頁
。
白
須
⑩
、
一
五
二
頁
参
照
。

(
日
)
こ
の
義
和
三
年
と
縁
禾
三
年
と
の
間
隙
に
太
縁
紀
年
が
入
り
込
む
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
町
田
@
、
一
四
九
頁
の
註
(
必
)
を
参
照
。

(
ロ
)
『
文
書』

て
九
七
頁

・
白
須
⑮
、
一
五
二
頁
・
朱
⑪
、
二

O
八

頁
・
奥
⑬
、
二
九
頁

・
町
田
③
、

二二
七
頁
・
関
尾
②
、
四
頁
。

(日
)

(

U

)

白
須
⑮
、

一
五
二
頁
。
本
文
行
論
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
ろ
う

が
、
縁
禾
・
太
縁
紀
年
併
存
の
事
寅
を
重
視
せ
ず
、
あ
る
い
は
看
過
し

て
吐
魯
番
出
土
文
書
の
紀
年
を
論
ず
る
こ
と
は
安
営
で
な
い
。
よ
っ
て

こ
れ
に
該
賞
す
る
論
考
(
侯
⑫
⑬
、
朱
⑪
)
は
、
本
稿
で
は
直
接
的
言

及
を
避
け
て
あ
る
。

〈
日
)
文
管
〈
柳
〉
⑫
。

(
日
山
)
町
田
@
、
一
四
九
頁
の
註
(
品
目
〉
。

〈
口
)
文
管
〈
柳
〉
⑫
、
二
五
頁
。

(
時
〉
(
四
)
町
田
③
、
一
一
一
一
七
J
九
頁。

(
却
)
奥
⑬
、
三

O
頁。

(
幻
)
奥
⑬
、

三

一頁。

(
幻
〉
柳
@

・
閥
尾
@
。

(
幻
〉
唐
長
濡

「
高
畠
郡
紀
年
」
『
鶏
菅
南
北
朝
惰
唐
史
資
料
』

-106ー

(武
漢
大
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事
歴
史
系
貌
耳
目
南
北
朝
惰
唐
史
研
究
室
)
。
未
見
。

(川品〉(お〉
(

M

m

〉
柳
@
、
五
二
J
四
頁
。

(
幻
)
嘗
時
、
伊
吾
に
は
北
涼
が
滅
亡
さ
せ
た
西
涼
の
そ
の
徐
衆
・
唐
契
が

柔
然
の
勢
力
下
に
伊
五
国
主
と
し
て
勢
力
を
保
持
(
註
(
U
A

〉
参
照
)
し
て

お
り
、
北
涼
が
こ
の
地
を
経
由
し
て
高
昌
郡
を
経
営
し
て
い
た
と
推
察

す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
経
営
ル
l
ト
は
、
敦
埋
か

ら
高
畠
の
田
地
域
(
柳
中
)
に
直
接
遁
じ
る
大
海
道
(
新
道
・
柳
中

路
)
を
重
蔵
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
ル
l
ト
こ
そ
、

柔
然
の
勢
力
を
避
け
て
高
昌
に
向
わ
ん
と
し
た
恩
生
が
遜
っ
た
そ
れ
と

筆
者
は
推
察
す
る
(
な
お
、
そ
れ
が
失
敗
し
た
の
は
、
本
文
に
後
述
す

る
よ
う
に
柔
然
が
高
昌
郡
に
介
入
を
し
た
た
め
)
。
こ
の
ル
l
ト
に
つ

い
て
は
な
お
詳
考
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
嶋
崎
畠
氏
の
「
西
域
交
通
史

上
の
新
道
と
伊
豆
口
路
」
(
嶋
崎
③
〉
は
有
盆
で
あ
る
。

(
叩
山
)
関
尾
②
、
五
頁
。

〈m
m
)

繍
尾
②
、
九
頁
の
註
(
お
)
。
た
だ
し
「
胡
賎
」
の
「
胡
」
に
限
定
す

れ
ば
、
蔑
稽
と
し
て
の

4

意
味
合
い
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
玉
樹
民
「
『
五
胡
』
小
議
」
『
文
史
』
一
一
一
一
、
一
九
八
四
年
、

二
四
九
頁
。

〈
却
)
祝
⑧
、
四
八
一
一
貝
。

(
幻
〉
文
管
〈
柳
〉
⑫
、
二
一
頁
。
朱
⑬
、
三
七
頁
。

(
幻
〉
町
田
③
、
二
二
七
頁
。
呉
・
関
尾
雨
氏
も
同
様
と
推
察
さ
れ
る
。
呉

⑬
、
一
三
頁
。
閥
尾
③
、
五
頁
。

(
お
)
『
資
治
逼
鑑
』
巻
一
一
一
四
(
宋
紀
六
、
文
帯
元
嘉
一
九
年
四
月
の

保
〉
は
、
関
爽
を
「
涼
州
人
」
と
俸
ぇ
、
ま
た
『
元
和
姓
纂
』
巻
九
・

『
廉
韻
』
去
聾
巻
四
の
闘
の
僚
も
闘
姓
を
斉
の
闘
止
の
後
奇
と
み
て
い

る
こ
と
か
ら
漢
人
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

(
泊
〉
「
李
氏
魚
沼
渠
蒙
遜
所
滅
、
和
輿
兄
契
揃
外
甥
李
賓
避
難
伊
吾
、
招

集
民
衆
二
千
徐
家
、
臣
於
嬬
儒
(
柔
然
)
。
腐
儒
以
契
篤
伊
吾
玉
。
」

(
『
貌
書
』
各
四
三
、
唐
和
停
)

(
白
山
〉
(
お
〉
「
河
西
王
園
の
残
黛
と
東
部
天
山
」
松
田
②
、
一
四
五
頁
。

〈
幻
)
王
園
維
「
西
胡
考
」
上
下
・
「
西
胡
績
考
」
『
槻
堂
集
林
』
、
一
九
五

九
年
。
唐
長
嬬
「
貌
E
困
難
胡
考
」

『貌
E
日
南
北
朝
史
論
叢
』
、
一
九
五

七
年
。
周
一
良
「
北
朝
的
民
族
問
題
輿
民
族
政
策
」
『
貌
菅
南
北
朝
史

論
集
』
、
一
九
六
三
年
、
「
四
種
胡
」
の
項
。
王
樹
民
、
前
掲
註
〈
鈎
〉

論
文
。

(
叩
叫
)
吐
魯
番
吐
硲
溝
出
土
『
優
婆
塞
戒
経
』
巻
七
(
⑧
『
西
域
考
古
園

譜
』
、
一
八
)
の
欧
文
に

裁
在
丁
卯
(
四
二
七
年
〉
夏
四
月
廿
三
日
、
河
西
王
世
子
撫
軍
将

軍
・
録

術
書
事
決
直
鷹
慣
圏
、
輿
諸
優
婆
塞
等
:
:
:

と
み
え
る
の
は
、
北
涼
の
世
子
・
輿
園
の
自
稽
で
あ
る
(
た
だ
し
、
出

土
窯
本
は
、
原
寓
本
よ
り
の
書
篤
本
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
北
涼
の
支
配
者

層
が
「
大
且
渠
」
と
競
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
ま
た
高
昌

園
に
あ
っ
た
こ
の
北
涼
泡
渠
氏
の
徐
境
問
の
安
周
や
封
戴
も
同
様
に
「
大

且
渠
」
と
貌
し
て
い
た
(
拙
稿
「
高
昌
墓
場
考
緯
」
口
『
書
論
』
一
四

鋭
、
一
九
七
九
年
、
一
八

O
頁
・
一
八
三

1
六
頁
)
こ
と
は
、
こ
れ
を

補
足
す
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
白
隻
且
(
忌
)
造
経
石
塔
願
文
』

〈
表

一
A
〉
に
は
「
大
狙
渠
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
北
涼
の
民
間
人

の
使
用
例
で
あ
る
。

(
ぬ
)
と
す
れ
ば
『
貌
書
』
巻
九
九
、

温
渠
蒙
遜
俸
の
文
頭
に
「
胡
祖
渠
蒙

-107ー



108 

遜
」
と
あ
る
の
も
参
考
と
な
ろ
う
。
ま
た
こ
の
硯
黙
に
立
て
ば
、
関
尾

氏
が
『
白
繁
旦
(
氏
。
造
経
石
塔
願
文
』
〈
表

一
A
〉
の
「
涼
故
大
温

渠
縁
示
(
禾
)
一二
年
」
の
「
故
」
を
「
胡
」
と
疑
っ
た
こ
と
は
、
重
視
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
関
尾
②
、
五
頁
。
示
さ
れ
た
拓
本
圃
で
は
「
胡
」

よ
り
は
「
故
」
に
近
い
が
、
原
石
を
確
認
す
る
必
要
度
は
高
い
。
王

⑤
、一

八

一
一
貝
の
園
八
。

(
州
制
〉
以
上
の
根
接
は
、
『
説
書
』
巻
三
、
太
宗
紀

・
同
巻
四
上
、
世
宗

紀

・
『柔
然
資
料
輯
録
』
(
中
園
科
察
院
歴
史
研
究
所
資
料
叢
編
)
、
一

九
六
二
年
・
内
田
@
・
周
@。

(
H
M
)

内
田
⑧
、
五
頁
。

(
必
)
「
天
山
地
区
に
お
け
る
嬬
腐
の
動
き
」
松
田
③
、
一
四
三
頁。

(
必
)
船
木
勝
馬

「貌
書
西
域
俸
考
|
成
立
と
補
綴
と
復
原
」
『
東
洋
史

製
』
二
、
一
九
五
一
年
、
六
五
頁
。
同
「
貌
書
粟
特
園
俸
を
め
ぐ
る
諸

問
題
」
『
東
洋
大
祭
紀
要
』
八
、
一
九
五
四
年
、
九
二

l
一一一頁
。

(
川
明
)
本
論
八

一
頁
参
照
。

(
必
〉
周
偉
洲
氏
は
伊
吾
附
近
で
の
捕
捉
を
考
え
る
が
、
同
地
に
は
反
北
貌

勢
力

・
柔
然
の
下
に
、
反
北
涼
勢
力
と
し
て
の
唐
契
が
存
在
し
て
お
り

(
註
(
担
)
参
照
〉
、
牧
鍵
が
嘗
初
よ
り
捕
捉
を
承
知
の
上
で
恩
生
を
同

地
へ
と
導
い
た
と
は
考
え
難
い
。
周
③
、
一
一

八
頁
。

(
必
)
『
貌
書』

巻
四
上
、
世
租
紀
延
和
二
年
の
候
。
同
書
巻
九
九
、
祖
渠

蒙
遜
体
。

(
幻
)
内
田
⑧
、
八
頁
。
余
太
山
「
柔
然
輿
西
域
関
係
述
考
」
『
新
彊
祉
曾

科
皐
』
一

九
八
五
年
四
期
、
七

O
頁
。

(必〉

『
宋
書
』
径
九
八
、
忌
胡
停
(
且
渠
蒙
遜
)
、
景
卒
元
年
八
月
の
項

参
照
。

(
品
目
)
町
田
③
、
二
二
九
頁
。

(
印
)
関
尾
@
、
九
頁
の
註
(
お
)
。

(
日
)
『
貌
書
』
径
一

O
て
高
昌
傍
。
同
書
各
九
九
、

氾
渠
蒙
遜
惇
。

『
資
治
逼
鑑
』
径
一
一
一
因
。
『
周
書
』
巻
五
O
、
高
畠
停
。

(
臼
〉
「
高
昌
圏
、
閥
氏
篤
主
、
其
後
魚
河
西
王
温
渠
茂
度
弟
無
誇
製
破
之
、

其
王
閥
爽
奔
子
商
丙
(
Z

突
然
〉
。
」〈
『
梁
書
』
巻
五
四
、
高
昌
停
)
と
あ

る
の
が
そ
れ
。
前
牢
で
は
主
、
後
半
で
は
王
と
し
て
い
る
黙
は
統
一
性

を
紋
き
、
い
ず
れ
か
が
誤
俸
の
可
能
性
が
あ
る
。
主
と
王
の
誤
俸
の
例

は
、
白
須
②
、
二
ハ

O
頁
参
照
。

(
臼
〉
『
宋
書
』
巻
九
八
忌
胡
惇
。

(
臼
)
町
田
③
、
二
ニ
三
頁
。

(
日
)
町
田
③
、
一

一一一一

一頁。

(
白
川
)
員
輿
は
北
涼
が
夏
の
紀
年
を
奉
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
白
須
⑮
、
一
五

O
頁
・
関
尾
史
郎
「
北
涼
政
権
と
『
員
輿
』
奉

用
」
『
東
洋
史
苑
』
一
一
一
鋭
、
一
九
八
二
年
を
参
照
。

(
閉
山
)
陳
③
、
二
五
頁
。

〈
日
山
)
唐
⑦
、

一
五
J
六
頁
。

(
臼
)
般
国
@、

二
七

0
・
二
七
四
頁
。
陳
仲
安

「
関
子
貌
奮
南
北
朝
門
下

省
的
雨
箇
問
題
」

『
中
園
古
代
史
論
叢
』
一
九
八
二

三

、
一
四
頁
。

(
印
)
陳
③
、
二
五
頁
。

(
引
出
)
唐
⑦
、
一
七
頁
。

(
臼
)
唐
長
務
氏
は
、
奥
軍
主
簿
を
主
簿
の
分
職
で
丘
(酋
日
や
軍
事
関
係
の
こ

と
を
専
管
す
る
も
の
と
推
定
し
、
よ
っ
て
そ
の
関
係
文
書
に
連
署
が
あ

る
と
説
明
す
る
。
唐
⑦
、
一
七
頁
。
唐
⑬
、
一
五
七
頁
。
陳
仲
安
氏
は
、

軍
事
の
貧
を
負
う
こ
の
典
軍
主
簿
は
、
郡
府
の
丘
一商国
嫁
史
の
か
つ
て
の
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地
位
に
取
っ
て
代
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
陳
③
、
二
五
頁
。

(
臼
〉
「
奏
」
・
「
白
」
が
上
申
の
文
言
で
あ
る
こ
と
は
、
侯
⑬
、
九
七
頁
・

侯
@
、
六

O
頁
・
町
田
@
、
一
四
三
頁
・
白
須
@
、
二
二
J
一一一頁。

(
臼
)
祝
⑧
、
四
八
三
頁
。

(
間
山
)
文
管
〈
柳
〉
⑫
、
二
一
頁
。

(
侃
)
唐
⑬
、
一
五
七
・
九
頁
。

(
釘
)
唐
⑬
、
二
ハ
一
一
一
頁
の
註
(
ロ
〉
。

(
回
〉
町
田
氏
は
諸
設
を
整
理
す
る
。
氏
自
身
は
四
九
O
年
設
を
一
腹
是
と

す
る
。
町
田
@
、
一
四
三
頁
。
そ
の
後
の
四

O
六
年
設
と
し
て
は
、
祝

@
、
四
七

O
頁
・
柳
③
、
一
一
四
頁
が
あ
る
。

(
的
)
白
須
③
、
二
ハ
一
二
J
四
頁
。
白
須
⑮
、
一
五
八
J
九
頁
。

(
均
)
中
村
裕
一
氏
の
「
口
敬
」
の
解
種
に
照
せ
ば
、
「
ロ
令
」
は
口
頭
で

惇
達
さ
れ
た
令
を
示
す
の
で
は
な
く
文
書
に
よ
る
俸
宣
で
あ
る
と
推
察

さ
れ
る
。
同
「
唐
代
の
救
に
つ
い
て

ω
l日
教
l
唐
公
式
令
研
究
帥
」

『
武
庫
川
女
子
大
皐
文
曲
学
部
史
皐
科
史
皐
研
究
室
報
告
』
三
、
一
九
八

四
年
、
六
頁
。

(
礼
〉
こ
れ
は
『
西
涼
建
初
二
一
年
(
四
一
六
〉
敦
煙
郡
戸
籍

(ω
・ロ
ω)
』

に
み
え
る
「
散
」
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
散
」
の
解
穫

に
は
諸
設
が
あ
る
が
、
常
職
(
定
っ
た
職
掌
)
の
な
い
者
と
す
る
陳
垣

氏
の
設
を
支
持
さ
れ
た
池
田
温
氏
の
見
解
が
、
職
掌
の
な
い
程
定
に
卒

水
を
授
興
す
る
と
い
う
黙
で
理
解
し
や
す
い
。
同
『
中
園
古
代
籍
帳
研

究
概
観
・
録
文
』
、
三
六
頁
・
⑧
一
四
六
J
八
頁
。
た
だ
し
、
西

涼
籍
の
「
散
」
と
の

一
致
を
以
っ
て
、
資
六
を
た
だ
ち
に
西
涼
時
代
と

み
る
の
は
速
断
で
あ
る
。

(

η

)

祝
@
、
四
七

O
頁。

(
市
川
)
大
庭
@
、
七
一

J
二
頁
。
野
田
俊
昭
「
耳
目
南
朝
に
お
け
る
吏
部
曹
の

擬
官
を
め
ぐ
っ
て
」
『
九
州
大
塵
東
洋
史
論
集
』
六
、
一
九
七
七
年
。

(
九
〉
大
庭
@
、
八
四
J
五
頁
。
野
田
俊
昭
「
東
育
南
朝
に
お
け
る
天
子

の
支
配
権
力
と
向
書
省
」
『
九
州
大
率
東
洋
史
論
集
』
五
、
一
九
七
七

年
、
八
二
頁
。
金
子
修
一
「
南
朝
期
の
上
奏
文
の
一
形
態
に
つ
い
て
1

『
宋
書
』
躍
儀
志
を
史
料
と
し
て
」
『
東
洋
文
化
』
六

O
、
一
九
八

O
年
、
五
九
頁
の
註
(
日
)
。
陳
答
雲
「
雨
菅
三
省
制
度
之
淵
源
、
特
色

及
其
演
繁
」
『
新
亜
皐
報
』
三
|
二
、
一
九
五
八
年
、
一
一
八
頁
。
祝

③
、
四
七
一
・
四
七
六
頁
。

(
花
)
『
通
典
』
巻
七
て
腫
一
一
一
一
に
依
る
が
、
位
置
は
移
動
。

(
町
内
)
祝
③
、
四
九
七
頁
の
註
(
必
)
。

(

η

)

『
宋
書
』
巻
一
五
、
薩
志
二
。
同
書
径
五
、
文
-
帝
紀
元
嘉
二
六
年
二

月
の
脇
田
。

(
初
)
白
須
@
、
二
三
頁
。

(
m
m
〉
大
庭
@
、
八
五
頁
。
こ
れ
を
野
田
・
金
子
雨
氏
の
研
究
に
従
い
股
儀

に
沿
っ
て
理
解
す
れ
ば
、
選
事
の
場
合
は
吏
部
倫
書
が
郎
・
令
史
な
ど

の
意
見
を
聞
い
て
擬
官
し
(
某
事
云
云
)
、
左
右
丞
・
左
右
僕
射
の
参

議
分
剣
を
経
て
(
参
議
以
信
用
宜
如
是
)
門
下
省
を
経
な
い
で
天
子
に
直

接
上
奏
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
野
田
註
(
日
)
前
掲
論
文
、
八
二
頁
。
金

子
前
掲
論
文
、
五
九
頁
の
註
〈
刊
己
。

(
剖
〉
巌
村
口
@
、
一
一
九
J
一
一
二
・
二
二
四
J
五
頁
。
巌
臼
@
、
二
七

O

ー
三
・
一
一
一
一
一
一
七
J
九
頁
。
巌
伺
②
、
六
二
ニ
・
六
一
六
J
七
・
六
一
二
三

頁。

(
但
〉
巌
国
③
、
二
一
一

J
二・一一一一

O
頁。

〈
位
)
巌
日
@
、
一
四
一
・
二
七
一
頁
。
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(
回
)
綴
氏
の
蒐
集
例
は
、
註
(
初
)
J
(
位
)
参
照
。
勢
総

「
漢
代
郡
制
及
其

制
到
於
簡
般
的
参
誼
」
『
努
軟
風
午
術
論
文
集
甲
編
』
下
(
義
文
印
書
館
〉
、

一
九
八

O
年
、
一

O
五
九
頁
。

(
剖
〉
鍛
臼
@
、
二
七
二
良
。

(
お
〉
こ
の
結
論
に
立
脚
す
れ
ば
、
資
一
一
一
に
よ
っ
て
「
行
水
官
の
慶
更
及
び

任
命
に
功
曹
史
が
か
か
わ
っ
て
い
た
」
と
す
る
町
田
氏
の
指
摘
は
、
功

相
自
史
が
行
水
官
の
人
事
だ
け
に
特
別
に
か
か
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ

の
庚
範
な
選
事
に
関
す
る
寅
務
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
と
限
定
的
に
理
解

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
町
田
@
、
一
一
一
一
一
一
一
頁
。
ま
た
功
曹
が
行
水
官
・

卒
水
官
の
改
動
・
任
命
に
開
興
し
た
事
質
(
資
三

・
四
〉
か
ら
、
宣
向
日
閏

郡
の
水
利
管
務
が
功
曹
の
主
管
で
あ
っ
た
と
渡
展
的
に
と
ら
え
た
柳
氏

の
見
解
は
、
選
事
上
奏
・
上
申
文
書
に
射
す
る
配
慮
を
紋
い
た
も
の
と

思
わ
れ
、
再
考
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
柳
②
、
一
一
五
頁
。

(
お
)
唐
⑦
、
二
一

頁
の
註
(
4
〉
。
唐
⑬
、

二
ハ
一
頁
。
唐
⑮
、
八
五
頁
。

池
田
⑮
、
六
二
頁
。

(
幻
〉
臭
⑬
、
三

O
l二
頁。

(
∞
∞
)
呉
⑬
、
三
一
頁
。

(
関
)
町
田
@
、
一
四
一
頁
。

(
叩
〉
関
尾
@
。

(
引
)
唐
⑬
、
一
五
六
頁。

(
但
〉
池
田
⑮
、
八
五
頁
の
正
誤
表
。
白
須
⑮
、
一
五
五
頁。

(
回
)
新
博
考
古
除
「
吐
魯
番
恰
酬
明
和
卓
古
墓
群
設
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一

九
七
八
年
六
期
、
四
頁
。
唐
⑭
、
二
ハ

O
頁。

(
倒
〉
よ
っ
て
、
建
卒
を
「
吐
魯
番
盆
地
で
濁
自
に
建
て
ら
れ
た
元
競
と
み

な
す
べ
き
」
と
し
た
か
つ
て
の
私
見
も
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

白
須
⑩
、
一
五
五
頁。

(
%
〉
以
上
、

『
貌
書
』
巻
四
上
下
、
世
租
紀
・
問
書
各
九
九、

温
渠
蒙
遜

停
・
『
宋
書
』
巻
九
八
、
忌
胡
停
。

(
%
)
「
高
昌
園
の
城
邑
に
つ
い
て
」
嶋
崎
③
、
一
二

0
1二
一良。

(
釘
)
『
宋
書
』
各
九
八
、
底
胡
俸
に
は
「
八
月

・
:
(
無
詩
〉
未
至
、
而

丙
丙
(
柔
然
)
遣
軍
救
高
日
目
、
殺
唐
契
。
」
と
明
文
が
あ
る
。

(
叩
叩
)
嶋
崎
前
掲
論
文
、
二
一
七
J
一一一

O
頁
。
白
須
補
記
、
嶋
崎
③
、
五
八

八
頁
。

(
m
m
)

同
県
君
十
一
年
(
四
五

O
)、
車
師
王
・
車
夷
落
(
伊
洛
〉
は
、
北
貌
の

世
租
に
上
書
し
て
「
臣
図
白
無
議
所
攻
撃
、
経
今
八
歳
。」

(
『
貌
書
』

を
一

O
二、

車
師
俸
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
無
誇
が
夷
落

と
直
接
交
戦
を
開
始
し
た
の
が
四
四
二
年
、
即
ち
彼
が
高
昌
に
到
着
し

た
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
よ
っ
て
「
〔
伊
洛
〕
規
蹄
閥

(北

郊
〉
、
温
渠
無
誇
断
路
、
伊
洛
(
夷
落
)
輿
無
議
連
戦
、
破
之
。
時
無

謀
卒
:
・
・

」
(
『
貌
書
』
巻
三

O
、
車
伊
洛
停
)
と
あ
る
記
事
か
ら
、

伊
洛
(
夷
落
〉
が
無
誇
と
連
戦
し
こ
れ
を
破
っ
た
の
は
、
四
四
二
年
か

ら
無
設
の
残
す
る
四
四
四
年
(
彼
の
死
が
同
年
で
あ
る
こ
と
は
、
『
貌

書
』
径
九
九
、
祖
渠
蒙
遜
博
〉
の
閲
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
す

れ
ば
こ
の
連
載
の
戦
果
が
、
本
文
に
言
う
横
裁
等
三
域
を
抜
い
た
こ
と

に
符
合
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
安
周
か
四
四
二
年
以

前
に
は
高
昌
の
横
裁
城
に
い
な
か
っ
た
と
す
る
先
の
私
見
が
さ
ら
に
補

足
さ
れ
よ
う
。

(
削
)
「
子
時
(
四
四
一
)
虜
兵
(
北
貌
)
甚
盛
、
無
議
衆
飯
、
憾
不
自

立
、
欲
引
衆
西
行
。
十
一
月
遺
弟
安
周
五
千
人
伐
都
善
、
堅
守
不
下
。

十
九
年
(
四
四
二
)
四
月
、
無
誇
自
率
高
徐
家
棄
敦
煙
、
西
就
安
周
。」
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〈
『
宋
書
』
巻
九
八
、
再
出
胡
停
)

(
削
)
新
博
考
古
隊
は
、
守
海
を
吐
谷
揮
に
削
到
す
る
も
の
(
註
(
回
〉
、
同
隊

報
告
〉
と
し、

朱
雷
氏
は
北
貌
に
封
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
私
見

と
相
違
す
る
。
朱
⑬
、
二
一
一
一
頁
。

〈
問
)
『
貌
書
』
巻

一
O
一
高
昌
停
。
『
資
治
通
鑑
』
各

一一一因。

(
補
)
本
稿
初
校
時
に
、
余
太
山
氏
(
中
園
粧
品
閏
科
皐
院
歴
史
研
究
所
〉
の

好
意
に
よ
り
註
(
幻
)
に
引
用
し
た
麿
長
駕
氏
の
論
考
を
讃
む
機
曾
を
得

た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
王
恩
生
の
出
使
は
、
四
三
七
年
二
月
の
西
域
九
園

の
朝
献
(
『
貌
書
』
世
租
紀
上
)
に
針
す
る
も
の
で
あ
っ
て
(
同
書
、

西
城
停
序
語
〉
出
使
年
次
は
世
祖
紀
に
は
た
ま
た
ま
飲
く
も
の
の
四
三

七
年
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
北
貌
最
初
の
西
域
遺
使
で
あ
る
と
の
理

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
恩
生
選
使
に
制
到
す
る
私
見
は
本
稿

八
五
頁
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
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THE LOCAL POWER OF KAN SHUANG 闘爽IN

　

GAOCHANG高昌AND DOCUMENTS DATED

THE YUANHE 縁禾AND JIANPING 建平ERAS

　　　　　　　　　　

Shirasu Joshin

　　

Although the kingdom of the Northern Liang 北涼was destroyed as

the result of an attack by the Northern Wei 北魏in 439, one　of the

Northern Liang descendants, Juqu Wuwei 温渠無譚escaped to the original

Northern Liang capital in Gaochang commandery (in the Turfan region),

where he established the Gaochang kingdom of the Juqu family in 442.

However, a rival power had　already taken authority over the Turfan

region.

　

It can be supposed that this Kan Shuang 閥爽government had

been established in the tenth month of 435. Documents bearing the reign

periods Yuanhe縁禾and Jianping建平belong to the period of Kan Shuang

rule. Following　ｅχanimation of documents　bearing this　reign periods,

certain points are clear.

　　

The reign period name "Yuanhe" is the effort of the Northern Liang

kingdom to emulate the Northern Wei's Yanhe 延和. The Turfan docu-

ments bearing the Yuanhe e「a after the tenth month of 435 show that

he didn't create the new reign period after taking power. “Jianping" has

been thought to be the reign period of Northern Liang. Kan Shuang used

this reign period in 441. It is possible that in 441, because the descendant

of the Northern Liang, Juqu χ(Vuwei accepted ａ title from the Northern

Wei, Kan Shuang may have realized that he himself was the only remai-

ning successor to the Northern Liang and thus adopted this reign period.

　　

Moreover, that the independent Kan Shuang should have not established

his own reign period but have used one of the Northern Liang is closely

tied up with the complicated international situation of the time. It is

conceivable that the Kan Shuang government squeezed between Juran柔然

and the Northern Liang―or the Northern Liang successor state―did not

declare its independence　by announcing itself as ａ kingdom nor did it

establish its own reign periods because it sought to keep its independence

in the complicated international situation｡
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